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特集 海・ひと・夢 スペシャル 新春 会長インタビュー
北海道昆布漁業に関する懇談会

梅干の種を除き、梅肉を包丁でたたいてペースト
状にする。
たこ足と生しいたけを薄切り、にんじんを細く千
切り、長ねぎをみじん切りにする。
春巻きの皮の角に大葉を一枚敷き、薄切りにした
たこ足を５切れほどのせ、①の梅肉を塗る。
上に生しいたけ、にんじん、長ねぎをのせる。
通常の春巻きと同様に具を包み、水溶き片栗粉を
端に塗ってとめる。
サラダ油を２００℃ほどに熱し、皮がカラッとなるま
で揚げる。
付け合せにあらかじめ千切りにしておいたキャベ
ツ、大葉、輪切りにしたレモン、ミニトマトを添え、
皿に盛り付けて出来上がり。

❶

❷

❸

❹
❺

❻

❼

・たこ足・・・１００ｇ
・春巻きの皮・・・８枚
・にんじん・・・1/2本
・生しいたけ・・・大２個
・梅干し・・・２～３個
・大葉・・・８枚
・長ねぎ・・・小１本
・サラダ油（揚げ油）・・・適量
・水溶き片栗粉・・・大さじ２

〈付け合せ〉
・キャベツ・・・１/４個
・大葉・・・８枚
・レモン・・・８切れ
・ミニトマト・・・８個

たこの和風春巻き
たこと相性抜群のさっぱりしておいしい揚げ春巻きです

今回はたこを使った「たこの和風春巻き」をご紹介し

ます。パリパリッとした食感がおいしい揚げ春巻きは、

たことの相性もバッチリ！　大葉の香りと梅の風味が

口いっぱいに広がり、さっぱりとしてヘルシーな一品

です。冷めてもおいしくいただけますので、お子さん

やお父さんのお弁当に入れても喜ばれますよ。

材料（4人分）

作り方

浜のおかあさん

レシピ

宗谷漁協

神　正子さん
猿払村漁協

沖野好子さん
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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

新
年
に
あ
た
り
、川
崎
会
長
に

昨
年
を
振
り
返
り
、新
年
に
向
け
た

お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

川 崎 会 長

新春会長インタビュー

笑顔を絶やさず前向きに

海ひと夢スペシャル
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新春会長インタビュー

　
６
月
に
ぎ
ょ
れ
ん
の
会
長
に
就
任
し
て
、

全
道
の
浜
を
廻
り
、
道
外
や
海
外
へ
も
出
張

し
ま
し
た
。
そ
の
時
に
強
く
感
じ
た
の
は
、

「
北
海
道
ブ
ラ
ン
ド
」
の
力
で
す
。
秋
鮭
や
ほ

た
て
、
昆
布
に
「
北
海
道
」
の
名
が
付
く
こ

と
で
非
常
に
イ
ン
パ
ク
ト
が
あ
る
と
、
全

国
・
海
外
の
ス
ー
パ
ー
や
商
社
の
皆
さ
ん
に

伺
っ
た
意
見
か
ら
も
、
実
感
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。「
北
海
道
」
を
前
面
に
打
ち
出
し

た
販
売
戦
略
や
、
も
っ
と
消
費
者
の
皆
さ
ん

の
身
近
な
と
こ
ろ
ま
で
道
産
水
産
物
を
お
届

け
で
き
る
よ
う
な
流
通
・
販
売
体
制
の
確
立

が
ま
す
ま
す
必
要
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
国
が
掲
げ
る
「
６
次
産
業
化
※
」
と
「
グ

ロ
ー
バ
ル
化
」
は
、
ま
さ
に
北
海
道
の
浜
が

進
む
べ
き
道
と
合
致
し
て
い
ま
す
。
６
次
産

業
化
で
は
、
ぎ
ょ
れ
ん
が
「
北
海
道
ブ
ラ
ン

ド
」
の
水
産
物
を
全
国
や
全
世
界
へ
し
っ
か

り
流
通
さ
せ
る
シ
ス
テ
ム
を
作
っ
て
い
く
こ

と
が
大
切
で
す
。
ま
た
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
過

程
で
は
、
浜
の
皆
さ
ん
が
作
り
育
て
た
も
の
、

あ
る
い
は
獲
っ
て
き
た
も
の
を
世
界
中
の
人

た
ち
に
食
べ
て
喜
ん
で
も
ら
う
こ
と
が
で
き

ま
す
。
昨
年
、
和
食
が
世
界
文
化
遺
産
に
登

録
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
も
大
き
な
チ
ャ
ン
ス

で
す
。
国
の
方
針
に
沿
っ
て
、
北
海
道
の
浜

も
「
６
次
産
業
化
」
と
「
グ
ロ
ー
バ
ル
化
」

へ
大
き
く
舵
を
切
っ
て
い
く
べ
き
、
千
載
一

遇
の
機
会
が
今
だ
と
思
い
ま
す
。

　
一
方
で
昨
年
は
、
韓
国
政
府
に
よ
り
水
産

物
等
の
禁
輸
措
置
が
取
ら
れ
る
事
態
と
な
り

ま
し
た
。
今
年
も
原
発
事
故
に
よ
る
風
評
被

害
の
払
拭
と
道
産
水
産
物
が
安
全
で
安
心
な

も
の
だ
と
各
国
に
理
解
し
て
も
ら
え
る
よ
う
、

働
き
か
け
を
続
け
て
い
き
ま
す
。

※
６
次
産
業
化
…
農
林
水
産
省
が
進
め
る
、
農
山
漁
村
の
活
性

化
の
た
め
、
地
域
の
第
一
次
産
業
と
こ
れ
に
関
連
す
る
第
二

次
、
第
三
次
産
業（
加
工
・
販
売
等
）に
関
す
る
事
業
の
融
合

等
に
よ
り
地
域
ビ
ジ
ネ
ス
の
展
開
と
新
た
な
業
態
の
創
出
を

行
う
取
り
組
み
。

　
昨
年
の
本
道
漁
業
は
、
秋
鮭
の
水
揚
量
が

依
然
低
水
準
な
が
ら
前
年
を
上
回
り
、
ぶ
り

の
来
遊
、
ほ
た
て
の
浜
値
上
昇
な
ど
明
る
い

面
も
あ
り
ま
し
た
。
一
方
、
昆
布
は
過
去
最

低
の
生
産
に
と
ど
ま
っ
た
ほ
か
、
さ
ん
ま
や

た
こ
の
水
揚
量
も
減
少
し
ま
し
た
。
こ
の
た

び
私
は
、
栽
培
漁
業
振
興
公
社
の
会
長
も
仰

せ
つ
か
り
ま
し
た
が
、
栽
培
漁
業
を
も
っ
と

活
発
に
し
、
再
生
産
や
増
殖
の
た
め
大
い
に

活
用
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま

す
。
ぎ
ょ
れ
ん
の
事
業
と
一
体
で
、
資
源
を

増
や
し
、
獲
っ
て
、
そ
し
て
販
売
す
る
一
連

の
体
制
を
作
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ

れ
ま
で
ぎ
ょ
れ
ん
は
増
産
や
栽
培
漁
業
に
つ

い
て
は
漁
政
活
動
に
よ
る
後
押
し
を
し
て
き

ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
、
浜
に
近
い
各
産
地

支
店
を
含
め
て
、
も
っ
と
積
極
的
に
増
殖
・

増
産
に
携
わ
っ
て
い
き
ま
す
。

　
自
然
と
共
に
生
き
る
我
々
は
、
自
然
の
変

化
と
共
に
漁
業
も
変
化
さ
せ
る
こ
と
が
大
切

で
す
。
増
殖
・
増
産
に
力
を
注
い
で
い
け
ば
、

漁
獲
量
や
魚
価
な
ど
に
お
け
る
浜
格
差
の
問

題
も
良
い
方
向
へ
向
か
う
は
ず
で
す
。
過
去

の
大
変
な
時
期
を
乗
り
越
え
た
今
の
オ
ホ
ー

ツ
ク
は
、
他
の
地
域
に
と
っ
て
も
良
い
お
手
本

で
す
。
国
や
道
の
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、

そ
の
地
域
に
合
っ
た
水
産
物
を
確
保
す
る
た

め
に
、
ぎ
ょ
れ
ん
も
尽
力
し
て
い
き
ま
す
。

　
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
つ
い
て
は
、
日
本
は
自
由
貿
易

国
で
す
か
ら
、
垣
根
を
低
く
し
た
り
、
規
制

を
緩
和
す
る
こ
と
も
必
要
な
時
代
に
な
っ
た

と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
一
次
産
業
は
工
業

な
ど
と
違
い
、
自
然
の
中
で
そ
の
恵
み
を
い

た
だ
き
、
日
本
の
皆
さ
ん
に
食
糧
を
供
給
す

た
め
の
努
力
を
し
て
い
ま
す
。
た
だ
安
け
れ

ば
い
い
か
ら
と
、
全
て
の
食
糧
を
外
国
に
任

せ
る
の
は
無
理
が
あ
り
ま
す
。
守
る
べ
き
も

の
は
守
っ
た
な
か
で
、
交
渉
が
行
わ
れ
る
よ

う
、
政
府
に
働
き
か
け
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
昨
年
の
燃
油
高
騰
対
策
に
つ
い
て

は
、
円
安
に
よ
る
原
油
価
格
の
上
昇
対
策
を

真
っ
先
に
行
い
ま
し
た
が
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
を
使
っ

た
集
魚
灯
を
導
入
す
る
な
ど
漁
業
者
自
ら
の

改
革
や
構
造
的
な
改
革
が
本
来
的
に
は
必
要

だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
自
動
車
に

は
当
た
り
前
の
よ
う
に
あ
る
省
エ
ネ
型
や
ハ

イ
ブ
リ
ッ
ト
型
の
漁
船
や
エ
ン
ジ
ン
の
開
発

を
国
や
船
舶
エ
ン
ジ
ン
メ
ー
カ
ー
な
ど
と
協

力
し
て
進
め
る
こ
と
も
方
法
の
一
つ
だ
と
思

い
ま
す
。

　
年
々
海
獣
に
よ
る
被
害
が
深
刻
化
し
て
い

ま
す
。
か
つ
て
エ
ゾ
シ
カ
が
ま
だ
こ
こ
ま
で

増
え
て
い
な
か
っ
た
頃
、
山
で
作
物
を
食
い

荒
ら
し
た
り
、
木
の
皮
ま
で
食
べ
て
し
ま
う

と
い
う
状
況
に
、
山
の
皆
さ
ん
か
ら
早
く
駆

除
を
し
て
欲
し
い
と
の
声
が
上
が
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
鳥
獣
保
護
の
観
点
で
駆
除
が
さ
れ

な
か
っ
た
た
め
、
数
が
増
え
て
手
の
施
し
よ

う
も
な
い
ほ
ど
に
対
策
費
用
が
膨
ら
ん
で
い

ま
す
。
海
獣
対
策
も
一
緒
だ
と
思
い
ま
す
。

何
年
も
声
を
上
げ
続
け
、
昨
年
の
全
道
漁
協

組
合
長
会
議
で
も
決
議
し
て
い
ま
す
。
今
は

ま
さ
に
海
獣
の
海
の
空
い
て
い
る
ス
ペ
ー
ス

を
人
間
が
使
わ
せ
て
も
ら
っ
て
い
る
よ
う
な

状
況
で
、
人
間
の
生
活
が
脅
か
さ
れ
て
い
ま

す
。
国
に
は
引
き
続
き
頭
数
を
管
理
す
る
制

度
を
取
り
入
れ
る
よ
う
に
し
っ
か
り
と
働
き

か
け
て
い
き
ま
す
。

　
今
年
、
力
を
入
れ
て
い
く
べ
き
こ
と
に
人

材
育
成
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
浜
も
し
か
り
、

ぎ
ょ
れ
ん
も
し
か
り
で
す
。
人
が
育
た
な
い

と
組
織
は
衰
退
し
ま
す
。
浜
の
皆
さ
ん
と
一

緒
に
、
ぎ
ょ
れ
ん
の
職
員
も
海
と
生
き
、
海

と
共
存
し
て
い
く
た
め
に
力
を
注
い
で
い
っ

て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
浜
を
背
負
っ
て
い

る
と
い
う
自
覚
を
持
っ
て
働
け
る
職
員
を
育

て
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
私
の
願
い
は
「
笑
顔
の
あ
る
水
産
・
町
づ

く
り
」
で
す
。
自
然
の
中
で
営
む
漁
業
は
、

良
い
時
ば
か
り
で
は
な
く
、
苦
し
い
こ
と
も

あ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
で
も
や
は
り
、
笑

顔
を
絶
や
さ
ず
に
朗
ら
か
で
前
向
き
に
進
ん

で
い
く
方
が
や
り
が
い
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

１
年
間
事
故
無
く
、
そ
し
て
明
る
い
北
海
道

水
産
界
と
な
る
よ
う
に
願
っ
て
い
ま
す
。

「
北
海
道
」の
ブ
ラ
ン
ド
力
を
実

感
し
ま
し
た

守
る
べ
き
も
の
を
守
っ
た
な
か
で

の
交
渉
を
政
府
に
働
き
か
け
ま
す

国
の
方
針
と
浜
の
進
む
べ
き
道
は

合
致
し
て
い
ま
す

栽
培
漁
業
と
一
体
で
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す

笑
顔
を
絶
や
さ
ず
朗
ら
か
で
前
向

き
に

海
獣
対
策
に
つ
い
て
も
引
き
続
き

働
き
か
け
ま
す

海ひと夢スペシャル
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ぎょれん常勤役員

新年にあたり、ぎょれん常勤役員より、皆様へのメッセージをご紹介します。

副会長 西　　英 司

昨年を振り返って
　役員改選があり川崎会長を船長とする新体制船出の年となりました。
　アベノミクスによる景気回復への期待が高まった一方で円安誘導政策に
より燃油高騰が浜を襲い、原発風評被害の影響で韓国向け助宗の輸出が激
減、越年となったTPP交渉問題等に加えて資源回復対策への取り組み
等、振り返れば様々な課題に直面した一年でした。　 
新年にあたっての抱負、メッセージ
　何はともあれ景気回復が軌道に乗り地方まで浸透すること、そして水産
物消費が増加し、すべての浜が大漁で活気づく明るい年になることを期待
します。
　グローバル化が一段と進んでいます。第50回全道組合長会議で決議され
た「強い北海道漁業の確立」を旗印に、浜の皆さんとの連帯をさらに強化
し立ちはだかる課題を克服していく決意です。今年も［協同］の旗のもと
力を合わせて邁進しましょう。

専務 佐 藤 忠 則

　あけましておめでとうございます。
　昨年は一昨年からの大幅な円安経済の中で、北海道の浜においても輸出
の促進で恩恵を受けた地域と、燃油高で生産コストが上昇し経費増に苦し
んだ地域があり、さらに地域の格差の広がりを見せた年でした。
　年末には漁業経営コスト対策の強化が補正予算化されましたが、TPP
はまだまだ流動的であり、今年度も気持ちを引き締めて行かなければと思
っています。どうぞ今年も宜しくお願いいたします。

常務 本 間 靖 敏

昨年を振り返って
　昨年は、地球海洋環境の変化が、良くも悪くも各種漁業に大きな影響を
及ぼし、北海道の中でも特に地域間漁業の格差が顕著になった年でした。 
新年にあたっての抱負、メッセージ
　今年は、水産資源増大対策としての栽培漁業への新たな挑戦と燃油高
騰対策としてのセーフティーネットの拡充強化、TPP等水産物貿易自由
化への対応をしっかりと行います。
　また、「和食」が世界遺産になったことで日本の食文化、特に道産魚介
類の魚食普及（寿司、刺身、干し魚、干貝、飯寿司、魚漬け、昆布だし
等）を広めていきたいと思っています。
　浜の皆さんが笑顔で漁業をやっていてよかったなあと言えるような年
になるように、系統一丸となって、力を合わせて頑張って参ります。

昨年を振り返って
　昆布が大減産となり、どのような価格で流通させていくかということ
に、神経を使いました。 
新年にあたっての抱負、メッセージ
　北海道全体の昆布の生産回復が最大の課題です。そのための方策を生
産者の皆さんはもとより、行政機関・研究機関の知恵を結集させ、具体
的に進めることが今年の目標です。また、燃油の高騰対策をぎょれん・
系統機関の総力を挙げて取り組むのはもちろんこと、購買事業として安
定供給体制を継続維持していきます。常務 本 田 勝 実

新春メッセージ

常務 重 岡 德 次

昨年を振り返って
　政権交代に伴うアベノミクス提唱により、景気回復を大いに期待しま
したが、為替が円安により、道産水産物は海外への輸出が増大し、魚価
は安定した反面、輸入に依存せざるを得ない燃油の慢性的な高騰が漁船
漁業を主体に経営面で多大なる障害となりました。また、地球温暖化等
の影響により、昆布・さんま・たこ等は生産量が低落し、今後の水産資
源の維持・管理の改善がさらに浮き彫りにされた１年でした。　 
新年にあたっての抱負、メッセージ
　「和食」がユネスコの無形文化遺産に登録されました。「食と観光」
の北海道は、今や『日本の食糧基地』から『世界の食糧基地』となるの
は間違いありません。国際的に放射能汚染の風評被害が払拭できない現
状を踏まえ、一日も早く、欧米HACCP・エコラベル認証の取得を目指
したい。
　今年は午年！ 100万馬力で、役職員一人一人が強いリーダーシップと
迅速な行動力で邁進します。

新 春 企 画
昨年を振り返って
　ホタテの成長を突然変える自然の力の凄さを改めて知った年でした。
歩留り、生産量、サイズなどの突然の変化は、流通に混乱を起こすもの
ですが、様々な苦労を強いられる面はあったものの円滑に流通を進める
ことが出来た年であったと思います。 
新年にあたっての抱負、メッセージ
　今や世界商品となった道産ホタテの流通は、これからますます世界経
済の動きに注意を払わなければなりません。当然ながら厳しい局面もあ
ります。常に、この変化に対応出来る流通対策を念頭に置き、ホタテ事
業に取り組みたいと思います。常務 崎 出 弘 和

昨年を振り返って
　政治・経済はもちろん、天候も変化が大きく、漁業環境も予測が難し
い不透明で混沌とした年でした。本会総体としては、新体制の下、様々
な事例に真摯に対応が図られ、成績もまずまずの年でしたが、一方で取
り巻く環境の変化も激しく、浜の生産格差や漁業資源対策など課題が鮮
明となった年でもあり、次代に北海道の浜を引き継ぐため、監査の立場
で、漁協系統の理念を再認識した年でもありました。 
新年にあたっての抱負、メッセージ
　今年は「午」年。物事が成熟して折り返しに入る年だそうです。世の
中が変化し革新の動きに入る年とも言われており、全道の漁業系統に携
わる一人一人が希望ある未来に飛翔できる年となる様、漁協系統の理念
を再認識の上、監査の芯に据え、ぶれないことを大切にしながら、引き
続き「厳しさの中に暖かみのある監査」を心がけていきたいと思いま
す。

常任監事 水 野 秀 郎
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　「浜の家族物語」では、「なみまるくん」の表紙に
登場いただいたご家族を紹介します。今回は、船泊
漁協の道場さんご一家です。

　
頑張った分大漁するときもあるのが魅力
 　　礼文島を離れて稚内商工高校に進学した後、札幌
で福祉の専門学校に学び、介護の仕事に就いた敦
さん。24歳で礼文島に戻り1年後に組合員になりま
した。実家で主にうに、のな、昆布、なまこなど
を採り、冬には知り合いのたら刺し網の船に乗っ
ています。「小さい時は特に、跡を継ぎたいとは
思っていなかった。」という敦さんですが、社会に
出て働き始めて、漁師がやりたくなったと教えて
くれました。
　沖に行って漁をするのがとても好きだという敦さ
んは、「昆布の選葉や製品づくりは大変ですね。」
と話します。父と二人、それぞれ2艘の磯舟で沖に
出る道場家。自分が一生懸命頑張った分、大漁する
ときもあるのが漁師の醍醐味と教えてくれました。
今後の目標を聞くと「だんだん減ってきているなま
この資源が心配。将来的に資源を増やすための試み
を仲間と一緒にしたいですね。」と話してくれまし
た。

家族みんなが元気で自分は生涯現役を貫
きたい
 　　札幌で敦さんと知り合った夕香子さん。結婚を機に
初めて礼文島に来ました。今では昆布干しやなまこの
出荷などの力仕事でも敦さんをサポートしています。
「昆布が全て終わった時は達成感がありますね。」と
教えてくれました。長男の快くんは小学2年生。遊び
や工作でその想像力をいかんなく発揮して、自分の
思ったとおりに即実行してみる行動派。礼文町内の小
学生が参加する料理クラブや理科クラブにも積極的に
参加しています。長女の椿ちゃんは保育園の年中組。
何をするにも一生懸命で、
昆布干しもよく手伝ってく
れるそうです。
　今後の夢は、「家族のた
めに頑張って家を建てた
い。」と笑顔で話す敦さん。
「まずは家族みんなが健康
なこと。そして漁師の仕事
は生涯現役でいたいです
ね。」と、今の仕事を末永く
頑張っていきたいという強
い決意を語ってくれました。

船泊漁協 道場さんご家族
どう じょう

家 族
物 語浜の

今月の

表紙に登場いただいたご家族を紹介いたします。

【道場さんご一家】　道場　敦さん（34歳）、夕香子さん（34歳）、快くん（8歳）、椿ちゃん（5歳） ※敦さんのご両親巌さんと富子さんと一緒に
かいあつし ゆ  か  こ つばき
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　次のクロスワードを完成させ、○印に当たる言葉をうまく並べて
ください。ゆく年を振り返り、心静かに新たな年を迎える年末年始。
2014年が良い一年になるように、神社仏閣へお参りに出掛けるのも
良いですね。

くわしい応募方法は、１７ページをご覧ください。
抽選で５名様に図書カードをプレゼントします。

1 2 3

7

10 14

15

17

16

13

20

21 22

1211

8 9

54 6

解 答 となります。

間違いは5つです。

※答えは17ページにあります。

「はっけよーい、のこった！」で始まる日本の国技
牛の第二の胃、俗に？
Ｃ字型のヘアーバンド
天井と鴨居の間にある飾り板
損になること、○○○○をこうむる
新しい年が明けたことをお祝いするためのハガキ「○○○状」
多くの日本の小学生が通学時に背負うカバン
「 」や（ ）などの記号
手のひらの反対側は、手の○○
教○○・飼○○・○○児
和服は、いかっているより、この方が似合う
東洋の宝石と呼ばれる緑色の宝石
驚いて思わず飲んでしまうのは？

①
④
⑦
⑧
⑩
⑬
⑮
⑰
⑱
⑲
⑳
㉑
㉒

主に女性が首に巻く正方形の布
お尻でもついたりする、正月の食べ物
南米ボリビアにある塩の大地　
家の屋根や梁を支える材
テレビのリモコンに数字が書いています
○○洗・○○眠・○○直
千と億の間の単位
くつろぐための椅子「○○○○○チェア」
4つの感情「○○哀楽」
主に絵画を販売するギャラリー
テレビＣＭを打ったり、チラシをまいたりすること「広告○○○○」
危険を避けてぶつからないようにすること
シャンプーは液体、石鹸は？
アブラナの通称「〇の花」

○印に当たる言葉を
うまく並べてください。

18

19

12月号の解答と当選者
オオソウジ

（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）

鎌田　節雄さん
斉藤　貴子さん
佐藤　佳織さん
吉田　洋子さん
竹中　三男さん

苫 前 町
湧 別 町
釧 路 町
えりも町
厚 岸 町

クロスワードパズル

間違い
さがし

※右と左の絵には、5ヵ所の異
なるところがあります。
　さあ、見つけてください。
　（印刷のズレや汚れは関係
ありません。）

タ
テ
の
カ
ギ

ヨ コ の カ ギ

頭すっきり!! ブレイクタイム Break Time

①
②
③
④
⑤
⑥
⑨
⑪
⑫
⑭
⑯
⑰
⑱
⑳
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11
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54

6

18

19

オ
チ リジク カ イ
ボヨ ウノ ギウ

ナ ウ ウ
カ
マ イ ロ

スジ ク シケ
イ キウ ツアコオ

ル ラー
イ

サカ
ケ シズン テラ

ウソイタラカ
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北海道昆布漁業に関する懇談会
2万トンの増産に向けて

　
川
崎
会
長
の
挨
拶
の
後
、
研
究
機
関
の
皆
さ
ん
か
ら
北
海

道
昆
布
に
関
す
る
研
究
に
つ
い
て
発
表
が
行
わ
れ
、
ぎ
ょ
れ

ん
本
田
常
務
を
進
行
役
に
懇
談
会
が
始
ま
り
ま
し
た
。

本
田
：
今
年
か
ら
始
ま
っ
た
各
研
究
を
踏
ま
え
、
生
産
者

の
皆
さ
ん
か
ら
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
伺
い
な
が
ら
、
意
見
交
換
す

る
こ
と
で
良
い
知
恵
が
出
て
く
る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て

い
ま
す
。
今
回
は
「
増
産
」
を
主
な
テ
ー
マ
に
お
願
い
し
た

い
と
思
い
ま
す
。
ま
ず
は
鎌
田
組
合
長
に
、
現
在
取
り
組
ん

で
い
る
こ
と
や
増
産
の
手
法
に
つ
い
て
お
話
し
い
た
だ
け
ま

す
か
？

鎌
田
：
全
盛
時
代

は
３
万
ト
ン
あ
っ
た

水
揚
げ
が
今
年
１
万

５
千
ト
ン
と
、
浜
も

危
機
感
を
持
っ
て
い

ま
す
。
当
組
合
は
合

併
11
年
目
を
迎
え
、

今
は
地
元
函
館
市
と
共
同
で
９
万
㎡
か
ら
10
万
㎡
の
雑
海
藻

駆
除
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
６
つ
の
本
支
所
に
分
け
て

行
い
、
駆
除
後
の
漁
場
に
天
然
昆
布
の
母
藻
を
投
入
し
て
い

ま
す
。
効
果
は
あ
り
ま
す
が
、
ま
だ
量
が
足
り
な
い
と
も

思
っ
て
い
ま
す
。
も
う
少
し
行
政
の
お
力
も
借
り
た
い
と
い

う
の
が
本
音
で
す
。

　
天
然
昆
布
に
従
事
す
る
漁
業
者
は
75
歳
以
上
の
方
も
多
く
、

元
気
な
う
ち
は
少
し
で
も
天
然
昆
布
を
水
揚
げ
し
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
し
か
し
今
年
は
例
年
の
３
分
の
１
以
下
と
か
つ
て

な
い
大
減
産
で
す
。
養
殖
昆
布
は
、
若
干
量
が
減
っ
て
き
て
い

ま
す
が
、
総
体
で
３
０
０
０
ト
ン
か
ら
３
５
０
０
ト
ン
く
ら
い

と
い
う
状
況
で
す
。
北
海
道
の
海
が
天
然
昆
布
で
埋
も
れ
る
く

ら
い
の
状
況
に
な
っ
て
も
ら
え
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

本
田
：
投
石
を
行
っ
て
い
る
地
区
も
か
な
り
あ
る
よ
う
で

す
が
、
日
高
中
央
漁
協
の
向
井
副
組
合
長
は
い
か
が
で
す
か
。

向
井
：
天
然
昆
布

の
海
面
が
少
な
い
た

め
、
も
と
も
と
昆
布

の
生
え
て
い
な
い
場

所
を
中
心
に
投
石
を

行
っ
て
い
ま
し
た
。

２
、
３
年
は
非
常
に

う
ま
く
付
き
ま
し
た
が
、
そ
の
２
、
３
年
後
に
は
雑
海
藻
が

生
え
ま
し
た
。
ま
た
こ
こ
３
、
４
年
は
、
雑
海
藻
の
種
類
が

昔
と
変
わ
り
ま
し
た
。
雑
海
藻
が
昆
布
を
囲
っ
て
し
ま
う
た

め
に
、
や
が
て
昆
布
が
付
か
な
く
な
る
の
で
は
な
い
か
と

思
っ
て
い
ま
す
。
自
己
負
担
に
近
い
形
で
雑
海
藻
駆
除
を
し

ま
す
の
で
、
一
度
行
っ
た
ら
次
は
他
の
と
こ
ろ
を
す
る
し
か

あ
り
ま
せ
ん
。
か
な
り
の
広
範
囲
で
、
沿
岸
構
造
改
善
事
業

に
よ
る
投
石
も
し
ま
し
た
が
、
し
ば
ら
く
し
た
ら
、
我
々
が

昆
布
を
採
り
始
め
た
こ
ろ
と
違
う
雑
海
藻
が
岩
に
付
き
昆
布

が
生
え
な
く
な
り
ま
す
。
掃
除
し
た
ら
何
年
か
は
昆
布
が
付

昆
布
の
増
殖・増
産
に
つ
い
て
生
産
者
と
研
究

機
関
が
意
見
交
換

で
す
ね
。
そ
の
方
法
を
ご
発
言
く
だ
さ
い
。

髙
島
：
当
組
合
は

５
地
区
あ
り
ま
し
て
、

う
ち
２
地
区
で
組
合

員
自
ら
が
、
昆
布
採

取
に
使
う「
ま
っ
か
」

で
雑
海
藻
駆
除
を
し

て
い
ま
す
。
こ
こ
数

年
は
が
ご
め
昆
布
の
価
格
が
高
値
で
推
移
し
て
い
る
こ
と
か

ら
ダ
イ
バ
ー
を
使
っ
て
が
ご
め
昆
布
の
裏
側
に
子
嚢
斑
の
出

て
い
る
も
の
を
採
取
し
台
車
に
吊
る
し
て
水
切
り
し
、
新
聞

紙
に
挟
ん
で
一
晩
寝
か
せ
ま
す
。
翌
日
玉
ね
ぎ
の
袋
に
入
れ

て
、
再
び
ダ
イ
バ
ー
が
雑
海
藻
駆
除
し
た
と
こ
ろ
に
つ
け
て

胞
子
を
岩
場
に
付
着
さ
せ
て
い
ま
す
。
　

　
私
た
ち
は
３
種
類
の
昆
布
を
採
取
し
て
い
ま
す
。
三
石
昆

布
と
黒
口
浜
の
真
昆
布
、
そ
し
て
が
ご
め
昆
布
で
す
。
三
石

昆
布
や
真
昆
布
と
比
較
し
て
、
が
ご
め
昆
布
は
生
産
量
が
安

定
し
て
お
り
ま
す
の
で
一
定
の
効
果
が
出
て
い
る
と
感
じ
て

い
ま
す
。
26
年
度
も
同
じ
方
法
を
全
地
区
で
実
施
す
る
予
定

と
な
っ
て
い
ま
す
。

竹
内
：
貝
殻
島
区

域
は
ロ
シ
ア
と
の
交

渉
に
よ
り
採
取
量
が

決
ま
り
ま
す
。
12
％

を
雑
海
藻
駆
除
に
当

て
、
人
に
よ
る
人
海

戦
術
で
行
っ
て
い
ま

す
。
今
年
は
特
に
雑
海
藻
が
多
く
、
地
区
懇
談
会
に
行
っ
て

も
、
な
ん
と
か
機
械
を
持
ち
込
め
な
い
か
と
言
わ
れ
ま
す
。

き
ま
す
が
、
ま
た
雑
海
藻
が
生
え
て
の
繰
り
返
し
。
自
力
で

は
資
金
も
か
か
る
の
で
、
万
遍
な
く
出
来
な
い
わ
け
で
、
な

ん
と
か
行
政
の
お
力
も
借
り
な
が
ら
も
う
少
し
広
範
囲
に
駆

除
で
き
れ
ば
い
い
と
思
い
ま
す
ね
。

本
田
：
宗
谷
漁
協
の
山
川
組
合
長
は
昔
、
発
破
を
し
て
、

今
は
岩
盤
を
は
が
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
が
。

山
川
：
雑
海
藻
が
付

く
の
は
大
体
３
月
末

か
ら
４
月
。
宗
谷
で

は
７
月
15
日
か
ら
20

日
ご
ろ
昆
布
を
採
る

こ
と
に
し
て
い
ま
し

た
が
、
我
々
の
代
に

な
っ
て
か
ら
も
っ
と
早
く
採
っ
て
い
ま
す
。
早
く
採
る
と
根

が
固
く
、
岩
に
へ
ば
り
つ
い
て
い
ま
す
。
そ
れ
を
バ
リ
バ
リ

は
が
す
と
、
岩
を
起
こ
す
こ
と
に
な
る
の
が
良
い
と
考
え
、

７
月
７
日
く
ら
い
か
ら
採
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
昆
布
は
一

度
に
何
十
駄
も
採
ろ
う
と
い
う
商
売
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
１

日
せ
い
ぜ
い
３
駄
か
ら
５
駄
。
普
段
は
、
若
い
人
は
ほ
た
て

や
た
こ
に
行
っ
て
、
昆
布
は
高
齢
な
生
産
者
が
多
い
。
一
気

に
採
る
わ
け
で
は
な
い
か
ら
、
早
く
採
っ
て
岩
を
開
け
る
と
、

そ
こ
に
新
し
い
岩
が
出
て
き
ま
す
。

　
昨
年
は
、
ち
ょ
う
ど
今
く
ら
い
の
時
期
に
浜
に
大
量
の
昆

布
が
寄
っ
て
ま
し
た
。
高
水
温
が
原
因
な
の
か
。
高
水
温
は

昆
布
の
敵
で
す
。
新
聞
で
、
昆
布
は
低
温
に
強
い
生
物
だ
と
。

こ
れ
も
地
球
温
暖
化
の
影
響
か
な
と
思
い
ま
す
。

本
田
：
雑
海
藻
駆
除
を
し
な
く
て
は
駄
目
だ
と
い
う
こ
と

で
皆
さ
ん
一
致
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
方
法
は
そ
れ
ぞ
れ

過
去
何
度
も
ロ
シ
ア
と
交
渉
し
て
き
ま
し
た
が
、
機
械
動
力

の
持
ち
こ
み
は
許
可
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
ま
た
、
操
業
期
間

が
限
ら
れ
て
い
る
た
め
、
例
え
動
力
を
持
ち
込
ん
で
も
前
浜

と
違
い
、
１
年
間
昆
布
が
生
え
る
ま
で
待
た
な
く
て
は
な
り

ま
せ
ん
。
将
来
、
北
方
領
土
の
返
還
が
叶
え
ば
、
前
浜
と
同

じ
く
動
力
を
持
ち
込
み
雑
海
藻
駆
除
が
出
来
ま
す
が
、
で
き

な
い
の
が
現
実
で
す
。
操
業
期
間
は
、
貝
殻
島
が
６
月
１
日

か
ら
９
月
30
日
ま
で
、
前
浜
は
７
月
10
日
か
ら
10
月
31
日
ま

で
で
す
。
貝
殻
島
の
凪
を
見
な
が
ら
前
浜
と
併
用
で
行
っ
て

い
ま
す
。
10
月
31
日
が
終
わ
っ
て
か
ら
漁
業
者
自
ら
で
、
前

浜
で
チ
ェ
ー
ン
振
り
な
ど
に
よ
る
雑
海
藻
駆
除
を
し
て
い
ま

す
。

柿
本
：
歯
舞
地
区
は

雑
海
藻
駆
除
無
く
し

て
あ
り
え
ま
せ
ん
。

自
然
任
せ
で
採
取
す

る
時
代
で
は
無
く

な
っ
た
と
言
え
ま
す
。

ま
た
、
渚
の
浸
食
が

問
題
で
す
。
波
で
渚
の
砂
が
全
て
沖
合
に
流
れ
て
し
ま
い
ま

す
。
テ
ト
ラ
ポ
ッ
ト
も
台
風
並
み
の
時
化
で
流
れ
て
し
ま
い

ま
す
。
そ
の
泥
水
な
ど
も
昆
布
が
繁
茂
で
き
な
い
一
つ
の
原

因
か
と
。
北
海
道
沿
岸
で
は
渚
の
浸
食
が
昆
布
減
産
の
原
因

に
な
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　
昔
は
山
に
結
構
木
が
あ
り
ま
し
た
。
今
は
酪
農
家
が
離
農

し
て
し
ま
い
、
山
は
坊
主
で
す
。
木
が
生
え
、
そ
の
下
の
葉

や
草
か
ら
鉄
分
が
流
れ
て
き
て
昆
布
の
栄
養
に
な
り
ま
し
た
。

そ
れ
が
無
く
な
っ
て
天
然
昆
布
が
無
く
な
っ
た
の
だ
と
思
い

ま
す
。
昆
布
に
良
い
の
は
鉄
分
で
す
。
そ
れ
を
養
殖
事
業
に

も
活
用
し
た
ら
も
っ
と
良
く
な
る
と
思
い
ま
す
。

平
野
：
雑
海
藻
駆
除

は
こ
れ
ま
で
、
投
石

に
始
ま
っ
て
、
人
の

力
で
ね
じ
り
棒
を
使

い
根
っ
こ
を
起
こ
す

な
ど
様
々
な
方
法
で

や
っ
て
き
ま
し
た
。

そ
の
後
、
ダ
イ
ナ
マ
イ
ト
を
使
っ
た
雑
海
藻
駆
除
が
広
ま
っ

た
わ
け
で
す
が
、
国
や
道
が
や
る
場
合
に
は
新
し
い
漁
場
を

作
る
と
い
う
発
想
だ
か
ら
、
岩
の
表
面
を
剥
離
す
る
の
が
条

件
に
な
っ
て
い
ま
す
。
当
時
の
ダ
イ
ナ
マ
イ
ト
は
３
０
０
ｇ

か
ら
３
５
０
ｇ
の
大
き
い
も
の
で
岩
の
表
面
を
剥
離
し
ま
し

た
。
私
は
こ
れ
を
大
き
な
間
違
い
だ
と
当
時
か
ら
思
っ
て
い

ま
し
た
。
私
た
ち
は
１
０
０
ｇ
の
ダ
イ
ナ
マ
イ
ト
を
使
っ
て

い
ま
す
。
そ
う
す
る
と
中
心
部
分
は
は
が
れ
ま
す
が
、
周
り

の
雑
海
藻
だ
け
を
飛
ば
し
て
ほ
と
ん
ど
岩
が
剥
離
し
ま
せ
ん
。

限
り
な
く
岩
の
表
面
を
剥
離
し
な
い
、
負
荷
を
か
け
な
い
と

い
う
の
が
、
私
た
ち
の
考
え
方
で
す
。
ユ
ン
ボ
を
使
っ
た
方

法
は
、
岩
場
に
亀
裂
が
入
る
ん
で
す
よ
。
漁
場
に
負
荷
を
か

け
な
い
方
法
で
な
く
て
は
だ
め
だ
と
常
々
言
っ
て
い
ま
す
。

研
究
機
関
で
研
究
し
て
い
る
種
を
蒔
く
方
法
に
し
て
も
、
限

り
な
く
漁
場
の
表
面
を
剥
離
し
な
い
、
傷
つ
け
な
い
方
法
が

絶
対
大
事
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

森
：
当
組
合
は
３
つ

の
組
合
が
合
併
し
て

い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ

に
地
域
性
が
あ
っ
て
、

岩
場
と
砂
で
海
底
の

違
い
が
多
い
地
域
で

す
。
小
安
地
区
と
本

所
地
区
の
一
部
は
砂
と
小
砂
利
の
多
い
地
域
で
、
そ
こ
か
ら
南

は
岩
盤
が
固
い
。
投
石
を
何
年
も
や
っ
て
き
た
地
域
と
、
始
め

て
５
、
６
年
の
地
域
が
あ
り
、
雑
海
藻
駆
除
を
ど
の
よ
う
に
し

た
ら
い
い
の
か
検
討
・
研
究
し
な
が
ら
、
生
産
者
が
漁
船
で
出

来
る
方
法
で
何
と
か
し
て
み
よ
う
と
相
談
し
て
い
ま
す
。

　
昆
布
は
２
年
生
で
す
か
ら
、
２
年
経
て
ば
枯
れ
ま
す
が
、

雑
海
藻
は
ど
う
な
ん
で
し
ょ
う
か
。
枯
れ
な
い
の
か
、
一
旦

枯
れ
て
新
し
く
付
着
す
る
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
の
辺
で
駆
除

す
る
時
期
、
母
藻
を
散
布
す
る
時
期
は
い
つ
が
一
番
良
い
の

か
と
い
う
悩
み
を
持
っ
て
い
ま
す
。
母
藻
を
散
布
す
る
こ
と

で
繁
茂
す
る
の
は
間
違
い
な
い
だ
ろ
う
と
思
い
、
今
年
か
ら

始
め
ま
し
た
。

　
昆
布
の
減
産
は
、
高
齢
化
だ
け
の
問
題
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

雑
海
藻
駆
除
の
一
番
効
率
的
な
方
法
を
知
り
た
い
で
す
。

石
井
：
日
高
の
三
石

地
区
は
、
日
高
中
央

漁
協
と
同
じ
で
雑
海

藻
駆
除
は
春
に
行
い
、

昆
布
が
終
わ
っ
て
か

ら
、
補
助
を
も
ら
い

な
が
ら
全
船
揃
っ
て

チ
ェ
ー
ン
引
き
を
し
ま
す
。
ま
た
、
生
産
者
が
ユ
ン
ボ
に
乗

り
、
干
潮
に
な
っ
て
か
ら
ひ
っ
か
く
作
業
も
し
て
い
ま
す
。

加
藤
：
私
た
ち
は
７
月
１
日
か
ら
成
昆
布
を
採
る
こ
と
に

な
っ
て
お
り
、
お
盆
過
ぎ
に
な
る
と
裾
枯
れ
等
が
あ
る
の
で

早
い
う
ち
に
採
っ
て
い
ま
す
。
た
だ
若
い
昆
布
を
採
ら
な
い

よ
う
に
指
導
し
て
い
ま
す
。
胞
子
は
若
い
昆
布
か
ら
出
る
の

か
、
成
昆
布
か
ら
出
る
の
か
を
教
え
て
ほ
し
い
で
す
ね
。
７

ま
し
た
が
、
今
は
潜
水
の
う
に
駆
除
だ
け
で
す
。

　
私
は
養
殖
昆
布
も
し
て
お
り
、
５
年
前
か
ら
養
殖
昆
布
の
実

態
調
査
を
し
よ
う
と
部
会
と
羅
臼
組
合
と
普
及
所
で
進
め
、
３

年
間
行
い
ま
し
た
。
今
は
組
合
独
自
で
調
査
を
継
続
し
て
い
ま

す
。
成
長
期
の
根
腐
れ
に
つ
い
て
、
深
さ
を
調
整
し
た
り
、
頭

を
10
㎝
く
ら
い
下
が
っ
た
と
こ
ろ
で
切
っ
て
み
た
り
。
私
の
経

験
か
ら
す
る
と
、
８
月
末
を
目
処
に
切
る
と
、
再
生
が
う
ま
く

い
く
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
組
合
全
体
で
は
な
い
で
す

が
、
何
人
か
し
て
み
て
、
好
感
触
で
は
あ
り
ま
す
。
昆
布
に
刺

激
を
与
え
な
い
と
駄
目
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
最
近
、
羅
臼
は
流
氷
の
勢
い
が
緩
ん
で
お
り
、
シ
ャ
ー

ベ
ッ
ト
状
の
柔
ら
か
い
氷
や
小
さ
い
氷
の
玉
が
来
る
感
じ
で

す
。
そ
の
影
響
も
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

和
泉
：
私
た
ち
も
皆

さ
ん
が
し
て
き
た
よ

う
な
こ
と
を
行
っ
て

き
ま
し
た
。
チ
ェ
ー

ン
振
り
も
し
て
き
ま

し
た
が
、
最
初
は
鉄

の
へ
ら
で
岩
盤
を

削
っ
た
り
。
発
破
は
磯
周
り
で
た
こ
を
専
業
で
や
っ
て
い
る

人
か
ら
の
反
対
で
や
め
ま
し
た
。
発
破
は
う
に
や
あ
わ
び
に

も
影
響
が
出
て
、
最
終
的
に
繁
茂
さ
せ
る
た
め
に
大
分
お
金

が
か
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
か
ら
礼
文
町
で
の
水
圧
に

よ
る
雑
海
藻
駆
除
も
あ
り
ま
し
た
が
、
さ
ほ
ど
効
果
が
無
く
、

現
在
に
至
り
ま
す
。

　
１
年
生
昆
布
は
島
全
体
に
生
え
ま
す
が
、
２
年
生
に
は
な

れ
な
い
と
い
う
現
象
が
あ
り
ま
す
。
追
跡
調
査
を
し
て
い
た

だ
い
て
い
ま
す
が
、
私
た
ち
の
若
い
頃
は
２
年
や
４
年
に
１

回
は
必
ず
流
氷
が
来
て
、
そ
れ
な
り
に
水
温
が
下
が
っ
て
プ

月
に
と
て
も
多
く
の

水
昆
布
が
出
ま
す
。

雑
海
藻
が
つ
い
て
耐

え
切
れ
な
く
て
抜
け

た
の
か
と
思
い
ま
す
。

な
る
べ
く
若
い
昆
布

を
採
ら
な
い
よ
う
に

指
導
し
て
、
少
し
で
も
次
の
年
に
残
す
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

今
年
は
、
あ
る
程
度
の
量
を
確
保
で
き
ま
し
た
ね
。

秋
森
：
同
じ
釧
路
地

区
で
工
法
は
変
わ
り

ま
せ
ん
が
、
１
月
か

ら
２
月
に
雑
海
藻
駆

除
を
し
ま
す
。
お
よ

そ
40
㎡
く
ら
い
を
、

３
年
サ
イ
ク
ル
く
ら

い
で
し
て
い
ま
す
。
最
近
は
、
時
期
的
に
１
月
か
ら
２
月
で

確
立
し
つ
つ
あ
り
、
生
産
者
が
行
っ
て
い
ま
す
。

相
木
：
今
年
、
羅
臼

地
区
は
天
然
も
養
殖

も
稀
に
見
る
大
減
産

と
な
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
。
う
に
の
育
つ

と
こ
ろ
と
昆
布
が
育

つ
と
こ
ろ
が
一
緒
な

の
で
、
磯
焼
け
に
繋
が
ら
な
い
よ
う
密
度
を
抑
え
て
バ
ラ
ン

ス
を
取
ら
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
組
合
で
は
、
潜
水
で
う

に
を
10
ト
ン
か
ら
20
ト
ン
程
採
っ
て
違
う
場
所
に
移
す
漁
場

管
理
を
し
て
い
ま
す
。
以
前
は
、
投
石
や
ユ
ン
ボ
も
し
て
み

ラ
ン
ク
ト
ン
も
運
ん
で
き
て
く
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
れ

が
無
く
な
っ
た
こ
と
で
、
水
温
が
高
く
昆
布
が
成
長
し
す
ぎ

る
と
思
い
ま
す
。
成
長
過
程
に
お
い
て
、
根
っ
こ
に
栄
養
が

行
き
届
か
ず
、
頭
ば
か
り
大
き
く
な
っ
て
根
っ
こ
が
細
い
た

め
耐
え
ら
れ
な
い
の
か
な
と
も
思
い
ま
す
。
利
尻
・
礼
文
、

稚
内
、
道
東
や
他
の
地
域
の
昆
布
の
根
の
大
き
さ
も
比
較
研

究
し
て
も
ら
い
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
漁
場
は
昔
と
違
い
、
自
然
の
浜
が
少
な
く
な
り
、
自
然
と

磯
に
寄
っ
て
き
て
い
た
昆
布
が
減
っ
た
要
因
に
な
っ
て
い
る

か
と
思
い
ま
す
。
昔
は
養
殖
施
設
に
は
か
な
り
大
き
い
鉄
製

の
ア
ン
カ
ー
を
使
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
が
、
４
ト
ン
ブ

ロ
ッ
ク
が
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
鉄
分
が
無
く
な
っ
て
昆

布
が
少
な
く
な
っ
た
気
が
し
ま
す
。
昆
布
の
成
長
に
は
自
然

の
鉄
分
で
な
く
て
は
駄
目
な
の
か
、
人
工
の
鉄
製
ア
ン
カ
ー

や
チ
ェ
ー
ン
か
ら
の
鉄
分
で
も
良
い
の
か
。
今
年
も
島
は
わ

か
め
以
外
が
繁
茂
し
な
く
て
ひ
ど
い
で
す
。

　昆
布
増
産
に
向
け
て
種
苗
投
入
に
よ
る
実
証
実
験

が
行
わ
れ
て
い
ま
す

　
今
回
、
研
究
機
関
の
皆
さ
ん
か
ら
示
さ
れ
た
研
究
内
容
の

う
ち
、
北
大
の
四
ツ
倉
准
教
授
の
研
究
は
、
正
副
会
長
会
議

で
の
決
定
を
受
け
、
11
月
か
ら
日
高
、
釧
路
、
根
室
で
実
証

実
験
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
事
前
に
採
取
し
た
昆
布
か
ら
人

工
的
に
種
苗
を
採
集
し
、
雑
海
藻
駆
除
後
の
岩
盤
に
種
苗
を

植
え
付
け
、
昆
布
資
源
の
増
産
を
図
る
も
の
で
す
。
来
春
に

は
着
生
状
況
が
わ
か
る
予
定
で
す
。
ま
た
来
年
に
は
ど
れ
だ

け
成
長
し
た
か
、
２
年
後
に
は
２
年
生
昆
布
が
収
穫
で
き
る

か
と
い
う
と
こ
ろ
ま
で
調
査
し
、
雑
海
藻
駆
除
と
種
苗
投
入

に
よ
る
効
率
的
造
成
法
の
確
立
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

●
出
席
者
※
敬
称
略

〈
北
海
道
昆
布
漁
業
振
興
協
会
〉

会

　長

　北
海
道
漁
業
協
同
組
合
連
合
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　代
表
理
事
会
長

　川
崎

　一
好

副
会
長

　え
さ
ん
漁
業
協
同
組
合

　
　
　
　
　
　
　
　
　代
表
理
事
組
合
長

　髙
島

　武
俊

副
会
長

　え
り
も
漁
業
協
同
組
合

　
　
　
　
　
　
　
　
　代
表
理
事
組
合
長

　平
野

　正
男

副
会
長

　歯
舞
漁
業
協
同
組
合

　
　
　
　
　
　
　
　
　代
表
理
事
組
合
長

　竹
内

　一
義

　
南
か
や
べ
漁
業
協
同
組
合

　
　
　
　
　
　
　
　
　代
表
理
事
組
合
長

　鎌
田

　光
夫

戸
井
漁
業
協
同
組
合 

代
表
理
事
組
合
長

　

  

森

　
　
　祐

ひ
だ
か
漁
業
協
同
組
合 

副
組
合
長
理
事

　

  

石
井

　善
広

日
高
中
央
漁
業
協
同
組
合 

副
組
合
長
理
事  

向
井

　
　進

釧
路
市
東
部
漁
業
協
同
組
合

　
　
　
　
　
　
　
　
　代
表
理
事
組
合
長

　加
藤

　昌
俊

散
布
漁
業
協
同
組
合 

代
表
理
事
組
合
長

　

  

秋
森

　新
二

歯
舞
漁
業
協
同
組
合 

昆
布
漁
業
部
副
会
長  

柿
本

　康
弘

羅
臼
漁
業
協
同
組
合 

養
殖
漁
業
部
会
長

　

  

相
木

　茂
樹

宗
谷
漁
業
協
同
組
合 

代
表
理
事
組
合
長

　

  

山
川

　憲
治

香
深
漁
業
協
同
組
合 

代
表
理
事
組
合
長

　

  

和
泉

　

   

優

　
〈
北
海
道
立
総
合
研
究
機
構
〉

中
央
水
産
試
験
場 

資
源
増
殖
部   

部
長

　

  

蔵
田

　
　護

函
館
水
産
試
験
場 

調
査
研
究
部 

研
究
主
幹  

赤
池

　章
一

釧
路
水
産
試
験
場 

調
査
研
究
部 

研
究
職
員  

合
田

　浩
朗

稚
内
水
産
試
験
場 

調
査
研
究
部

　主
査

　

  

川
井

　唯
史

　
〈
北
海
道
大
学
〉

北
方
生
物
圏
フ
ィ
ー
ル
ド
科
学
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　准
教
授

　四
ツ
倉
典
滋

　
〈
北
海
道
漁
業
協
同
組
合
連
合
会
〉

代
表
理
事
副
会
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　西

　
　英
司

代
表
理
事
専
務

 
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

佐
藤

　忠
則

代
表
理
事
常
務

 
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

本
田

　勝
実

鎌田組合長
（南かやべ漁協）

向井副組合長理事
（日高中央漁協）

山川組合長
（宗谷漁協）

髙島組合長
（えさん漁協）

竹内組合長
（歯舞漁協）

　北
海
道
昆
布
漁
業
振
興
協
会
で
は
、今
年
度
か
ら
昆
布
専
門
委
員
会
の
答
申
に
基
づ
き
、北
海
道
立
総
合
研
究

機
構
に
よ
る
増
産
に
向
け
た
各
種
研
究
を
開
始
し
て
い
ま
す
。１1
月
２1
日（
木
）、札
幌
で
生
産
者
の
代
表
の
皆
さ

ん
と
研
究
者
が
懇
談
会
を
行
い
、更
な
る
研
究
の
充
実
、増
産
促
進
を
目
指
し
て
情
報
交
換
し
ま
し
た
。

し
の
う
は
ん
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川
崎
会
長
の
挨
拶
の
後
、
研
究
機
関
の
皆
さ
ん
か
ら
北
海

道
昆
布
に
関
す
る
研
究
に
つ
い
て
発
表
が
行
わ
れ
、
ぎ
ょ
れ

ん
本
田
常
務
を
進
行
役
に
懇
談
会
が
始
ま
り
ま
し
た
。

本
田
：
今
年
か
ら
始
ま
っ
た
各
研
究
を
踏
ま
え
、
生
産
者

の
皆
さ
ん
か
ら
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
伺
い
な
が
ら
、
意
見
交
換
す

る
こ
と
で
良
い
知
恵
が
出
て
く
る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て

い
ま
す
。
今
回
は
「
増
産
」
を
主
な
テ
ー
マ
に
お
願
い
し
た

い
と
思
い
ま
す
。
ま
ず
は
鎌
田
組
合
長
に
、
現
在
取
り
組
ん

で
い
る
こ
と
や
増
産
の
手
法
に
つ
い
て
お
話
し
い
た
だ
け
ま

す
か
？

鎌
田
：
全
盛
時
代

は
３
万
ト
ン
あ
っ
た

水
揚
げ
が
今
年
１
万

５
千
ト
ン
と
、
浜
も

危
機
感
を
持
っ
て
い

ま
す
。
当
組
合
は
合

併
11
年
目
を
迎
え
、

今
は
地
元
函
館
市
と
共
同
で
９
万
㎡
か
ら
10
万
㎡
の
雑
海
藻

駆
除
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
６
つ
の
本
支
所
に
分
け
て

行
い
、
駆
除
後
の
漁
場
に
天
然
昆
布
の
母
藻
を
投
入
し
て
い

ま
す
。
効
果
は
あ
り
ま
す
が
、
ま
だ
量
が
足
り
な
い
と
も

思
っ
て
い
ま
す
。
も
う
少
し
行
政
の
お
力
も
借
り
た
い
と
い

う
の
が
本
音
で
す
。

　
天
然
昆
布
に
従
事
す
る
漁
業
者
は
75
歳
以
上
の
方
も
多
く
、

元
気
な
う
ち
は
少
し
で
も
天
然
昆
布
を
水
揚
げ
し
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
し
か
し
今
年
は
例
年
の
３
分
の
１
以
下
と
か
つ
て

な
い
大
減
産
で
す
。
養
殖
昆
布
は
、
若
干
量
が
減
っ
て
き
て
い

ま
す
が
、
総
体
で
３
０
０
０
ト
ン
か
ら
３
５
０
０
ト
ン
く
ら
い

と
い
う
状
況
で
す
。
北
海
道
の
海
が
天
然
昆
布
で
埋
も
れ
る
く

ら
い
の
状
況
に
な
っ
て
も
ら
え
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

本
田
：
投
石
を
行
っ
て
い
る
地
区
も
か
な
り
あ
る
よ
う
で

す
が
、
日
高
中
央
漁
協
の
向
井
副
組
合
長
は
い
か
が
で
す
か
。

向
井
：
天
然
昆
布

の
海
面
が
少
な
い
た

め
、
も
と
も
と
昆
布

の
生
え
て
い
な
い
場

所
を
中
心
に
投
石
を

行
っ
て
い
ま
し
た
。

２
、
３
年
は
非
常
に

う
ま
く
付
き
ま
し
た
が
、
そ
の
２
、
３
年
後
に
は
雑
海
藻
が

生
え
ま
し
た
。
ま
た
こ
こ
３
、
４
年
は
、
雑
海
藻
の
種
類
が

昔
と
変
わ
り
ま
し
た
。
雑
海
藻
が
昆
布
を
囲
っ
て
し
ま
う
た

め
に
、
や
が
て
昆
布
が
付
か
な
く
な
る
の
で
は
な
い
か
と

思
っ
て
い
ま
す
。
自
己
負
担
に
近
い
形
で
雑
海
藻
駆
除
を
し

ま
す
の
で
、
一
度
行
っ
た
ら
次
は
他
の
と
こ
ろ
を
す
る
し
か

あ
り
ま
せ
ん
。
か
な
り
の
広
範
囲
で
、
沿
岸
構
造
改
善
事
業

に
よ
る
投
石
も
し
ま
し
た
が
、
し
ば
ら
く
し
た
ら
、
我
々
が

昆
布
を
採
り
始
め
た
こ
ろ
と
違
う
雑
海
藻
が
岩
に
付
き
昆
布

が
生
え
な
く
な
り
ま
す
。
掃
除
し
た
ら
何
年
か
は
昆
布
が
付

で
す
ね
。
そ
の
方
法
を
ご
発
言
く
だ
さ
い
。

髙
島
：
当
組
合
は

５
地
区
あ
り
ま
し
て
、

う
ち
２
地
区
で
組
合

員
自
ら
が
、
昆
布
採

取
に
使
う「
ま
っ
か
」

で
雑
海
藻
駆
除
を
し

て
い
ま
す
。
こ
こ
数

年
は
が
ご
め
昆
布
の
価
格
が
高
値
で
推
移
し
て
い
る
こ
と
か

ら
ダ
イ
バ
ー
を
使
っ
て
が
ご
め
昆
布
の
裏
側
に
子
嚢
斑
の
出

て
い
る
も
の
を
採
取
し
台
車
に
吊
る
し
て
水
切
り
し
、
新
聞

紙
に
挟
ん
で
一
晩
寝
か
せ
ま
す
。
翌
日
玉
ね
ぎ
の
袋
に
入
れ

て
、
再
び
ダ
イ
バ
ー
が
雑
海
藻
駆
除
し
た
と
こ
ろ
に
つ
け
て

胞
子
を
岩
場
に
付
着
さ
せ
て
い
ま
す
。
　

　
私
た
ち
は
３
種
類
の
昆
布
を
採
取
し
て
い
ま
す
。
三
石
昆

布
と
黒
口
浜
の
真
昆
布
、
そ
し
て
が
ご
め
昆
布
で
す
。
三
石

昆
布
や
真
昆
布
と
比
較
し
て
、
が
ご
め
昆
布
は
生
産
量
が
安

定
し
て
お
り
ま
す
の
で
一
定
の
効
果
が
出
て
い
る
と
感
じ
て

い
ま
す
。
26
年
度
も
同
じ
方
法
を
全
地
区
で
実
施
す
る
予
定

と
な
っ
て
い
ま
す
。

竹
内
：
貝
殻
島
区

域
は
ロ
シ
ア
と
の
交

渉
に
よ
り
採
取
量
が

決
ま
り
ま
す
。
12
％

を
雑
海
藻
駆
除
に
当

て
、
人
に
よ
る
人
海

戦
術
で
行
っ
て
い
ま

す
。
今
年
は
特
に
雑
海
藻
が
多
く
、
地
区
懇
談
会
に
行
っ
て

も
、
な
ん
と
か
機
械
を
持
ち
込
め
な
い
か
と
言
わ
れ
ま
す
。

き
ま
す
が
、
ま
た
雑
海
藻
が
生
え
て
の
繰
り
返
し
。
自
力
で

は
資
金
も
か
か
る
の
で
、
万
遍
な
く
出
来
な
い
わ
け
で
、
な

ん
と
か
行
政
の
お
力
も
借
り
な
が
ら
も
う
少
し
広
範
囲
に
駆

除
で
き
れ
ば
い
い
と
思
い
ま
す
ね
。

本
田
：
宗
谷
漁
協
の
山
川
組
合
長
は
昔
、
発
破
を
し
て
、

今
は
岩
盤
を
は
が
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
が
。

山
川
：
雑
海
藻
が
付

く
の
は
大
体
３
月
末

か
ら
４
月
。
宗
谷
で

は
７
月
15
日
か
ら
20

日
ご
ろ
昆
布
を
採
る

こ
と
に
し
て
い
ま
し

た
が
、
我
々
の
代
に

な
っ
て
か
ら
も
っ
と
早
く
採
っ
て
い
ま
す
。
早
く
採
る
と
根

が
固
く
、
岩
に
へ
ば
り
つ
い
て
い
ま
す
。
そ
れ
を
バ
リ
バ
リ

は
が
す
と
、
岩
を
起
こ
す
こ
と
に
な
る
の
が
良
い
と
考
え
、

７
月
７
日
く
ら
い
か
ら
採
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
昆
布
は
一

度
に
何
十
駄
も
採
ろ
う
と
い
う
商
売
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
１

日
せ
い
ぜ
い
３
駄
か
ら
５
駄
。
普
段
は
、
若
い
人
は
ほ
た
て

や
た
こ
に
行
っ
て
、
昆
布
は
高
齢
な
生
産
者
が
多
い
。
一
気

に
採
る
わ
け
で
は
な
い
か
ら
、
早
く
採
っ
て
岩
を
開
け
る
と
、

そ
こ
に
新
し
い
岩
が
出
て
き
ま
す
。

　
昨
年
は
、
ち
ょ
う
ど
今
く
ら
い
の
時
期
に
浜
に
大
量
の
昆

布
が
寄
っ
て
ま
し
た
。
高
水
温
が
原
因
な
の
か
。
高
水
温
は

昆
布
の
敵
で
す
。
新
聞
で
、
昆
布
は
低
温
に
強
い
生
物
だ
と
。

こ
れ
も
地
球
温
暖
化
の
影
響
か
な
と
思
い
ま
す
。

本
田
：
雑
海
藻
駆
除
を
し
な
く
て
は
駄
目
だ
と
い
う
こ
と

で
皆
さ
ん
一
致
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
方
法
は
そ
れ
ぞ
れ

過
去
何
度
も
ロ
シ
ア
と
交
渉
し
て
き
ま
し
た
が
、
機
械
動
力

の
持
ち
こ
み
は
許
可
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
ま
た
、
操
業
期
間

が
限
ら
れ
て
い
る
た
め
、
例
え
動
力
を
持
ち
込
ん
で
も
前
浜

と
違
い
、
１
年
間
昆
布
が
生
え
る
ま
で
待
た
な
く
て
は
な
り

ま
せ
ん
。
将
来
、
北
方
領
土
の
返
還
が
叶
え
ば
、
前
浜
と
同

じ
く
動
力
を
持
ち
込
み
雑
海
藻
駆
除
が
出
来
ま
す
が
、
で
き

な
い
の
が
現
実
で
す
。
操
業
期
間
は
、
貝
殻
島
が
６
月
１
日

か
ら
９
月
30
日
ま
で
、
前
浜
は
７
月
10
日
か
ら
10
月
31
日
ま

で
で
す
。
貝
殻
島
の
凪
を
見
な
が
ら
前
浜
と
併
用
で
行
っ
て

い
ま
す
。
10
月
31
日
が
終
わ
っ
て
か
ら
漁
業
者
自
ら
で
、
前

浜
で
チ
ェ
ー
ン
振
り
な
ど
に
よ
る
雑
海
藻
駆
除
を
し
て
い
ま

す
。

柿
本
：
歯
舞
地
区
は

雑
海
藻
駆
除
無
く
し

て
あ
り
え
ま
せ
ん
。

自
然
任
せ
で
採
取
す

る
時
代
で
は
無
く

な
っ
た
と
言
え
ま
す
。

ま
た
、
渚
の
浸
食
が

問
題
で
す
。
波
で
渚
の
砂
が
全
て
沖
合
に
流
れ
て
し
ま
い
ま

す
。
テ
ト
ラ
ポ
ッ
ト
も
台
風
並
み
の
時
化
で
流
れ
て
し
ま
い

ま
す
。
そ
の
泥
水
な
ど
も
昆
布
が
繁
茂
で
き
な
い
一
つ
の
原

因
か
と
。
北
海
道
沿
岸
で
は
渚
の
浸
食
が
昆
布
減
産
の
原
因

に
な
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　
昔
は
山
に
結
構
木
が
あ
り
ま
し
た
。
今
は
酪
農
家
が
離
農

し
て
し
ま
い
、
山
は
坊
主
で
す
。
木
が
生
え
、
そ
の
下
の
葉

や
草
か
ら
鉄
分
が
流
れ
て
き
て
昆
布
の
栄
養
に
な
り
ま
し
た
。

そ
れ
が
無
く
な
っ
て
天
然
昆
布
が
無
く
な
っ
た
の
だ
と
思
い

ま
す
。
昆
布
に
良
い
の
は
鉄
分
で
す
。
そ
れ
を
養
殖
事
業
に

も
活
用
し
た
ら
も
っ
と
良
く
な
る
と
思
い
ま
す
。

平
野
：
雑
海
藻
駆
除

は
こ
れ
ま
で
、
投
石

に
始
ま
っ
て
、
人
の

力
で
ね
じ
り
棒
を
使

い
根
っ
こ
を
起
こ
す

な
ど
様
々
な
方
法
で

や
っ
て
き
ま
し
た
。

そ
の
後
、
ダ
イ
ナ
マ
イ
ト
を
使
っ
た
雑
海
藻
駆
除
が
広
ま
っ

た
わ
け
で
す
が
、
国
や
道
が
や
る
場
合
に
は
新
し
い
漁
場
を

作
る
と
い
う
発
想
だ
か
ら
、
岩
の
表
面
を
剥
離
す
る
の
が
条

件
に
な
っ
て
い
ま
す
。
当
時
の
ダ
イ
ナ
マ
イ
ト
は
３
０
０
ｇ

か
ら
３
５
０
ｇ
の
大
き
い
も
の
で
岩
の
表
面
を
剥
離
し
ま
し

た
。
私
は
こ
れ
を
大
き
な
間
違
い
だ
と
当
時
か
ら
思
っ
て
い

ま
し
た
。
私
た
ち
は
１
０
０
ｇ
の
ダ
イ
ナ
マ
イ
ト
を
使
っ
て

い
ま
す
。
そ
う
す
る
と
中
心
部
分
は
は
が
れ
ま
す
が
、
周
り

の
雑
海
藻
だ
け
を
飛
ば
し
て
ほ
と
ん
ど
岩
が
剥
離
し
ま
せ
ん
。

限
り
な
く
岩
の
表
面
を
剥
離
し
な
い
、
負
荷
を
か
け
な
い
と

い
う
の
が
、
私
た
ち
の
考
え
方
で
す
。
ユ
ン
ボ
を
使
っ
た
方

法
は
、
岩
場
に
亀
裂
が
入
る
ん
で
す
よ
。
漁
場
に
負
荷
を
か

け
な
い
方
法
で
な
く
て
は
だ
め
だ
と
常
々
言
っ
て
い
ま
す
。

研
究
機
関
で
研
究
し
て
い
る
種
を
蒔
く
方
法
に
し
て
も
、
限

り
な
く
漁
場
の
表
面
を
剥
離
し
な
い
、
傷
つ
け
な
い
方
法
が

絶
対
大
事
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

森
：
当
組
合
は
３
つ

の
組
合
が
合
併
し
て

い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ

に
地
域
性
が
あ
っ
て
、

岩
場
と
砂
で
海
底
の

違
い
が
多
い
地
域
で

す
。
小
安
地
区
と
本

所
地
区
の
一
部
は
砂
と
小
砂
利
の
多
い
地
域
で
、
そ
こ
か
ら
南

は
岩
盤
が
固
い
。
投
石
を
何
年
も
や
っ
て
き
た
地
域
と
、
始
め

て
５
、
６
年
の
地
域
が
あ
り
、
雑
海
藻
駆
除
を
ど
の
よ
う
に
し

た
ら
い
い
の
か
検
討
・
研
究
し
な
が
ら
、
生
産
者
が
漁
船
で
出

来
る
方
法
で
何
と
か
し
て
み
よ
う
と
相
談
し
て
い
ま
す
。

　
昆
布
は
２
年
生
で
す
か
ら
、
２
年
経
て
ば
枯
れ
ま
す
が
、

雑
海
藻
は
ど
う
な
ん
で
し
ょ
う
か
。
枯
れ
な
い
の
か
、
一
旦

枯
れ
て
新
し
く
付
着
す
る
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
の
辺
で
駆
除

す
る
時
期
、
母
藻
を
散
布
す
る
時
期
は
い
つ
が
一
番
良
い
の

か
と
い
う
悩
み
を
持
っ
て
い
ま
す
。
母
藻
を
散
布
す
る
こ
と

で
繁
茂
す
る
の
は
間
違
い
な
い
だ
ろ
う
と
思
い
、
今
年
か
ら

始
め
ま
し
た
。

　
昆
布
の
減
産
は
、
高
齢
化
だ
け
の
問
題
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

雑
海
藻
駆
除
の
一
番
効
率
的
な
方
法
を
知
り
た
い
で
す
。

石
井
：
日
高
の
三
石

地
区
は
、
日
高
中
央

漁
協
と
同
じ
で
雑
海

藻
駆
除
は
春
に
行
い
、

昆
布
が
終
わ
っ
て
か

ら
、
補
助
を
も
ら
い

な
が
ら
全
船
揃
っ
て

チ
ェ
ー
ン
引
き
を
し
ま
す
。
ま
た
、
生
産
者
が
ユ
ン
ボ
に
乗

り
、
干
潮
に
な
っ
て
か
ら
ひ
っ
か
く
作
業
も
し
て
い
ま
す
。

加
藤
：
私
た
ち
は
７
月
１
日
か
ら
成
昆
布
を
採
る
こ
と
に

な
っ
て
お
り
、
お
盆
過
ぎ
に
な
る
と
裾
枯
れ
等
が
あ
る
の
で

早
い
う
ち
に
採
っ
て
い
ま
す
。
た
だ
若
い
昆
布
を
採
ら
な
い

よ
う
に
指
導
し
て
い
ま
す
。
胞
子
は
若
い
昆
布
か
ら
出
る
の

か
、
成
昆
布
か
ら
出
る
の
か
を
教
え
て
ほ
し
い
で
す
ね
。
７

ま
し
た
が
、
今
は
潜
水
の
う
に
駆
除
だ
け
で
す
。

　
私
は
養
殖
昆
布
も
し
て
お
り
、
５
年
前
か
ら
養
殖
昆
布
の
実

態
調
査
を
し
よ
う
と
部
会
と
羅
臼
組
合
と
普
及
所
で
進
め
、
３

年
間
行
い
ま
し
た
。
今
は
組
合
独
自
で
調
査
を
継
続
し
て
い
ま

す
。
成
長
期
の
根
腐
れ
に
つ
い
て
、
深
さ
を
調
整
し
た
り
、
頭

を
10
㎝
く
ら
い
下
が
っ
た
と
こ
ろ
で
切
っ
て
み
た
り
。
私
の
経

験
か
ら
す
る
と
、
８
月
末
を
目
処
に
切
る
と
、
再
生
が
う
ま
く

い
く
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
組
合
全
体
で
は
な
い
で
す

が
、
何
人
か
し
て
み
て
、
好
感
触
で
は
あ
り
ま
す
。
昆
布
に
刺

激
を
与
え
な
い
と
駄
目
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
最
近
、
羅
臼
は
流
氷
の
勢
い
が
緩
ん
で
お
り
、
シ
ャ
ー

ベ
ッ
ト
状
の
柔
ら
か
い
氷
や
小
さ
い
氷
の
玉
が
来
る
感
じ
で

す
。
そ
の
影
響
も
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

和
泉
：
私
た
ち
も
皆

さ
ん
が
し
て
き
た
よ

う
な
こ
と
を
行
っ
て

き
ま
し
た
。
チ
ェ
ー

ン
振
り
も
し
て
き
ま

し
た
が
、
最
初
は
鉄

の
へ
ら
で
岩
盤
を

削
っ
た
り
。
発
破
は
磯
周
り
で
た
こ
を
専
業
で
や
っ
て
い
る

人
か
ら
の
反
対
で
や
め
ま
し
た
。
発
破
は
う
に
や
あ
わ
び
に

も
影
響
が
出
て
、
最
終
的
に
繁
茂
さ
せ
る
た
め
に
大
分
お
金

が
か
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
か
ら
礼
文
町
で
の
水
圧
に

よ
る
雑
海
藻
駆
除
も
あ
り
ま
し
た
が
、
さ
ほ
ど
効
果
が
無
く
、

現
在
に
至
り
ま
す
。

　
１
年
生
昆
布
は
島
全
体
に
生
え
ま
す
が
、
２
年
生
に
は
な

れ
な
い
と
い
う
現
象
が
あ
り
ま
す
。
追
跡
調
査
を
し
て
い
た

だ
い
て
い
ま
す
が
、
私
た
ち
の
若
い
頃
は
２
年
や
４
年
に
１

回
は
必
ず
流
氷
が
来
て
、
そ
れ
な
り
に
水
温
が
下
が
っ
て
プ

月
に
と
て
も
多
く
の

水
昆
布
が
出
ま
す
。

雑
海
藻
が
つ
い
て
耐

え
切
れ
な
く
て
抜
け

た
の
か
と
思
い
ま
す
。

な
る
べ
く
若
い
昆
布

を
採
ら
な
い
よ
う
に

指
導
し
て
、
少
し
で
も
次
の
年
に
残
す
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

今
年
は
、
あ
る
程
度
の
量
を
確
保
で
き
ま
し
た
ね
。

秋
森
：
同
じ
釧
路
地

区
で
工
法
は
変
わ
り

ま
せ
ん
が
、
１
月
か

ら
２
月
に
雑
海
藻
駆

除
を
し
ま
す
。
お
よ

そ
40
㎡
く
ら
い
を
、

３
年
サ
イ
ク
ル
く
ら

い
で
し
て
い
ま
す
。
最
近
は
、
時
期
的
に
１
月
か
ら
２
月
で

確
立
し
つ
つ
あ
り
、
生
産
者
が
行
っ
て
い
ま
す
。

相
木
：
今
年
、
羅
臼

地
区
は
天
然
も
養
殖

も
稀
に
見
る
大
減
産

と
な
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
。
う
に
の
育
つ

と
こ
ろ
と
昆
布
が
育

つ
と
こ
ろ
が
一
緒
な

の
で
、
磯
焼
け
に
繋
が
ら
な
い
よ
う
密
度
を
抑
え
て
バ
ラ
ン

ス
を
取
ら
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
組
合
で
は
、
潜
水
で
う

に
を
10
ト
ン
か
ら
20
ト
ン
程
採
っ
て
違
う
場
所
に
移
す
漁
場

管
理
を
し
て
い
ま
す
。
以
前
は
、
投
石
や
ユ
ン
ボ
も
し
て
み

ラ
ン
ク
ト
ン
も
運
ん
で
き
て
く
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
れ

が
無
く
な
っ
た
こ
と
で
、
水
温
が
高
く
昆
布
が
成
長
し
す
ぎ

る
と
思
い
ま
す
。
成
長
過
程
に
お
い
て
、
根
っ
こ
に
栄
養
が

行
き
届
か
ず
、
頭
ば
か
り
大
き
く
な
っ
て
根
っ
こ
が
細
い
た

め
耐
え
ら
れ
な
い
の
か
な
と
も
思
い
ま
す
。
利
尻
・
礼
文
、

稚
内
、
道
東
や
他
の
地
域
の
昆
布
の
根
の
大
き
さ
も
比
較
研

究
し
て
も
ら
い
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
漁
場
は
昔
と
違
い
、
自
然
の
浜
が
少
な
く
な
り
、
自
然
と

磯
に
寄
っ
て
き
て
い
た
昆
布
が
減
っ
た
要
因
に
な
っ
て
い
る

か
と
思
い
ま
す
。
昔
は
養
殖
施
設
に
は
か
な
り
大
き
い
鉄
製

の
ア
ン
カ
ー
を
使
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
が
、
４
ト
ン
ブ

ロ
ッ
ク
が
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
鉄
分
が
無
く
な
っ
て
昆

布
が
少
な
く
な
っ
た
気
が
し
ま
す
。
昆
布
の
成
長
に
は
自
然

の
鉄
分
で
な
く
て
は
駄
目
な
の
か
、
人
工
の
鉄
製
ア
ン
カ
ー

や
チ
ェ
ー
ン
か
ら
の
鉄
分
で
も
良
い
の
か
。
今
年
も
島
は
わ

か
め
以
外
が
繁
茂
し
な
く
て
ひ
ど
い
で
す
。

　昆
布
増
産
に
向
け
て
種
苗
投
入
に
よ
る
実
証
実
験

が
行
わ
れ
て
い
ま
す

　
今
回
、
研
究
機
関
の
皆
さ
ん
か
ら
示
さ
れ
た
研
究
内
容
の

う
ち
、
北
大
の
四
ツ
倉
准
教
授
の
研
究
は
、
正
副
会
長
会
議

で
の
決
定
を
受
け
、
11
月
か
ら
日
高
、
釧
路
、
根
室
で
実
証

実
験
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
事
前
に
採
取
し
た
昆
布
か
ら
人

工
的
に
種
苗
を
採
集
し
、
雑
海
藻
駆
除
後
の
岩
盤
に
種
苗
を

植
え
付
け
、
昆
布
資
源
の
増
産
を
図
る
も
の
で
す
。
来
春
に

は
着
生
状
況
が
わ
か
る
予
定
で
す
。
ま
た
来
年
に
は
ど
れ
だ

け
成
長
し
た
か
、
２
年
後
に
は
２
年
生
昆
布
が
収
穫
で
き
る

か
と
い
う
と
こ
ろ
ま
で
調
査
し
、
雑
海
藻
駆
除
と
種
苗
投
入

に
よ
る
効
率
的
造
成
法
の
確
立
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

柿本昆布漁業部副会長
（歯舞漁協）

加藤組合長
（釧路市東部漁協）

秋森組合長
（散布漁協）

平野組合長
（えりも漁協）

相木養殖漁業部会長
（羅臼漁協）

和泉組合長
（香深漁協）

森組合長
（戸井漁協）

石井副組合長理事
（ひだか漁協）

2万トンの増産に向けて
北海道昆布漁業に関する懇談会
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ISO14001審査登録証

　12月12日（木）、平成25年度の補正予算が閣議決定され、水産
関係補正予算として556億円が閣議決定されました。このうち、
新たに漁業コストの低減対策として「漁業コスト構造改革対策事
業」228億円が予算措置され、省燃油活動推進事業（第2弾の燃
油高騰緊急対策）、省エネ機器等導入推進事業（LED集魚灯、省エ
ネ型エンジン、昆布乾燥機などの機器導入の支援）、漁業構造改革
総合対策事業（省エネ型漁船導入の支援）など、以前より浜から強
い要望が寄せられていた事業が設けられました。この他、輸出促進
に係る施設改修支援事業が平成26年度予算より前倒しされました。
12月17日（火）には、札幌市のかでる2・7において、水産庁が主
催して「新たな経済対策策定に伴う水産関連施策に関する説明会」
が開催され、漁業コストの低減対策事業についての概要が説明され
ました。制度の利用に関する詳細については、今後各漁協を通じて
周知していきます。
　
　水産関係補正予算の概要（総額556億円 ）
　【漁業コスト構造改革緊急対策事業】  228億円
　1．省燃油活動推進事業　80億円 
2．省エネ機器等導入推進事業（漁業経営セーフティーネット
構築事業特別対策加入者の燃油使用量に応じた活動計画に
基づく支援） 28億円 

　3．漁業構造改革総合対策事業（もうかる漁業沿岸版）25億円 
4．漁業経営セーフティーネット構築事業（上記構築事業の国
からの拠出金の積み増し） 95億円 

5．「浜の活力再生プラン」策定推進事業（水産業を核とした漁
村地域の活力再生に必要な「具体的な取り組みを定めたプ
ラン」を作成する際の支援） 2億円  

　　【外国漁船総合対策】 167億円
　【輸出促進・人材育成対策】 87億円
　（HACCP対応のための水産加工流通施設の改修支援事業25億円を含む）
　【漁港・漁村の防災・減災対策】 71億円 

04

国に漁業経営支援対策の実現を求めて声を上げ
る漁業者の代表（昨年5月の「漁業経営危機突破
北海道漁業代表者集会」にて）

ＬＥＤ集魚灯を導入したさんま棒受け網船

01札幌市児童福祉関連施設へ水産物を寄贈
子どもたちへ秋鮭・いくら・ほたて・昆布のプレゼント

なみまるインフォメーション
information

02　ぎょれんのグループ会社「マリノサポート㈱」は、1月1日から
「ぎょれんマリノサポート㈱」に社名を変更しました。
　同社はぎょれんの購買事業を補完し、よりきめ細やかな漁業資材
の販売を行うために平成14年に設立されました。現在は、浜の皆
さんの元を1軒1軒回りながら、安くて品質の良い漁業資材を提供
するための営業活動を行っています。会社設立から10年間、マリ
ノサポート㈱としてご愛顧いただきましたが、ぎょれんグループ会
社としての一層の信頼をいただくため、社名に「ぎょれん」を付け、
更なる販売体制の強化を図っていくこととなりました。今後とも、
「ぎょれんマリノサポート㈱」として、よろしくお願いします。
なみまるくんでは、毎号、「系統ブランド資材」をご紹介しています
（今月は16ページに掲載）。ぜひ、併せてご覧ください。

ぎょれんのグループ会社「マリノサポート㈱」が社名を変更
1月から「ぎょれんマリノサポート㈱」に変わりました

平成25年度 水産関係補正予算

556億円が閣議決定、
漁業コスト構造改革対策事業に228億円

コープさっぽろ農業賞が３年振りの開催

ぎょれんマリノサポート㈱の社員による営業活動

03
　11月20日（水）、ぎょれんは販売、購買、指導、利用の全事業
でISO14001を認証取得しました。道内外の各支店と営業所を含
むぎょれん全体で国際標準化機構（ISO）の環境規格ISO14001
を認証取得。2年が経過した今年、会員に燃油の供給・輸送等を提
供する稚内油槽所（稚内市）、花咲油槽所（根室市）、第3ぎょれん
丸（油槽船）、魚函の管理を行うポリ函保管所（根室市）の「利用事
業」についても、環境マネジメントシステムの整備を進め、認証を
取得することができました。これによって、ぎょれんは全事業と全
事業所においてISO14001が適用されることとなりましたが、今
後も環境理念に基づき、環境負荷の低減に向けた活動を継続してい
きます。

ぎょれんが全事業でＩＳＯを認証取得
全事業と全事業所においてＩＳＯ14001が
適用されることとなりました

　12月17日（火）、札幌市の子ども未来局において、札幌市児童福
祉関連施設15か所への道産水産物の寄贈が行われました。贈呈式
には、ぎょれんの崎出常務が出席し、いくら醤油漬けや定塩秋鮭
フィレー、冷凍ほたて貝柱、昆布巻など100万円相当の道産水産
物の目録を、子ども未来局の大谷内局長に手渡しました。寄贈され
た品は、12月下旬に施設で暮らす子どもたちのもとへと届けられ
ます。
　この取組は、北海道秋鮭普及協議会、北海道ほたて漁業振興協会、
北海道昆布漁業振興協会とぎょれんが共同で実施し、今年で21年
目を迎えました。子どもたちへの良きクリスマスプレゼントとなる
ことを関係者一堂願っています。

札幌市子ども未来局大谷内局長（右）に目録を手
渡すぎょれんの崎出常務

コープさっぽろ農業賞「漁業部門」「交流部門」の応募を受付中です
告知

　北海道の安全・安心な食を提供している生産者や、消費者との交流に取り組む生産者など、消費者が応援し
たくなる生産者を表彰する「コープさっぽろ農業賞」が、3年振り第9回目を開催し、現在応募を受付中です。
同賞は「農業部門」のほかに「漁業部門」「交流部門」を設けており、「漁業部門」は北海道に在住の漁業を
営む個人・法人および団体（生産者による加工も含む）、「交流部門」は北海道に在住する漁業者と消費者との
交流を継続して行っている個人および団体であれば、自薦・他薦は問いません。
　各部門の応募の締め切りは2月28日（金）（当日消印有効）です。応募の詳細については、ホームページ
（taberutaisetsu-hokkaido.com）をご覧ください。
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春鮭鱒大試食会を開催しました

　秋鮭、ほたて、昆布をはじめとした各魚種協議会と
ぎょれんが連携し、継続的に行っている宣伝活動。最
近の話題をまとめてご紹介します。

ほたてスピードレシピコンテストを開催中です
　ぎょれんと北海道ほたて漁業振興協会では、ご家庭でもっと身
近にほたて料理を楽しんで頂くことを目的に、消費者から「おい
しくて、しかも簡単にできるレシピ」を募集する「北海道のほたて
スピードレシピコンテスト」を毎年開催しています。
　第4回となる今年は新たに料理雑誌「オレンジページ」とタイアッ
プし、広く全国の読者よりオリジナルレシピを募集しています。優秀
5作品は同誌面上にて発表・表彰し、広く普及させていく予定です。
　〇募集期間：平成25年12月2日（月）～平成26年1月7日（火）
〇募集部門：①和食部門 ②洋食部門 ③中華部門
〇応募方法：オレンジページnet（www.orangepage.net)から
　　　　　  応募受付中です。

　北海道の天然秋鮭・いくらの素晴らしさを知ってもらい、
もっと気軽に調理してもらうために全国に１００万枚のチ
ラシを配布します。今回は、「塩秋鮭・いくらで作れちゃう人
気定番メニュー」と題して、「塩秋鮭のコロッケ」や「塩秋鮭
といくらの仲良し親子丼」など６品を掲載しています。

秋鮭・いくらのチラシを全国配布

宣伝活動
目指せ! 消費拡大

NOW

試食は、ご飯にのせて味わっていただきました

新千歳空港国内線ターミナルの中央にある広場で開催

春鮭鱒をＰＲする冊子も配布

チラシは本誌に挟み込みしていますので、ぜひご覧ください。

　ぎょれんと北海道春鮭鱒普及協議会は、11
月30日（土）と12月1日（日）の２日間、新千歳
空港で「時鮭＆紅鮭 春鮭鱒大試食会」を開催し
ました。年末贈答向けの需要を見込み、北海道
産「時鮭」と「紅鮭」のおいしさを道民のみなら
ず道外の方にも広くＰＲするのが狙いです。当
日は、空港を行き交う多くの方に試食していた
だき、アンケートにもお答えいただきました。ア
ンケート結果は、これからの
春鮭鱒普及活動に活かして
いきます。
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　１２月は悪天候や時化が多く、思うよ
うに操業出来ない日が続いています。
１１月から始まった三陸向けほたて半成
貝の出荷は終盤を迎え、各浜で出荷作
業が続いています。また、冬を代表する
真かじかの水揚げが増えてきました。
多い日で管内合計３００ケース超の水揚
げがあり、浜は活気づいています。年
末に凪が続き、益々の豊漁と安全操業
で締め括れるよう願っています。

　オホーツク海地区では、3月から続
いていた管内ほたて漁がついに終漁
となりました。日本海地区では、かれ
い・たらの刺し網漁が先月より行われ
ていますが、時化が続き水揚げが出来
ない日々が続いています。海が荒れる
日が多くなっておりますが、新しい年
に向けて安全操業で豊漁となること
を願っています。

　新年明けましておめでとうございま
す。当管内は底建網で豊漁だったいか
やかれい、また、ほたて漁も終漁し、冬
本番を迎えています。一方サロマ湖内
のかき漁は旬の時期を迎え順調な水
揚げとなっており、これからの季節需
要が高まる中、浜値、水揚量とも昨年
を上回ることを期待しています。本年
も各漁の安全操業と大漁を心より祈
願しています。

　現在、根室市内ではうにの潜水・た
も採り漁が行われています。主に根
室・落石地区の前浜で行われており、
多い日では1,200枚ほどの上場があり
ます。価格は前年並みで推移していま
すが、年末の需要期に向けて高騰する
予想であり、順調な水揚げが期待され
ます。

　徐々に寒さ厳しくなっております
が、ばばがれい刺し網、たこ漁、かに漁
等、冬場の水揚げが本格化していま
す。資源的には順調ですが、時化が続
き思うような出漁ができておりませ
ん。年末の書入れ時のため天候の回
復と豊漁を期待するところですが、無
理せず安全操業を願っています。

　12月5日より日高東部地区で毛がに
籠漁が解禁となりました。出だしは好
調で、昨年対比7割増となっています。
またこの時期、管内全域でばばがれい
漁が盛んに行われ、多い日には管内で
10トンの水揚げと漁模様は好調です。
年末商材のため、浜値は12月中旬か
ら上昇傾向です。時化が多く、思うよ
うに操業できない日々が続きますが、
凪と安全操業を願っています。

　胆振管内の秋鮭定置網漁が、12月
13日に、昨年より1800トン程多い
4,870トン処で終漁しました。助宗刺
網漁は12月に入りようやく水揚げが
増え始め、卵質の良い時期での水揚
げ増に浜は活気づいています。生産
者の皆さんの安全操業と豊漁を祈念
しています。

　１０月から始まった助宗刺網漁は堅
調に水揚げが続き、１２月上旬で前年
比２割増の約13,800トンとなっていま
す。11月は時化が多く厳しい操業でし
たが、12月に入って噴火湾に魚群が来
遊。ひと頃は管内で連日1,00０トン近
い大漁となり浜値が下がりました。
ぎょれんの助宗販売対策の効果に期
待が寄せられています。来る新年が、
凪良く好漁が続くことを期待します。

　盛漁期を迎えた釣助宗は、資源管理
の自主規制と時化模様のため、例年よ
り遅い１２月１日からの操業となりまし
た。約５０隻が着業し、1日数十～１００ト
ンほどの水揚げが続いています。韓国
政府による輸入規制のあおりを受け、
対韓国輸出が激減し、残念ながら浜値
は前年より下がり気味です。日本海は
風雪が強まる時期を迎えますが、凪良
く大漁となることを期待します。

大漁
祈願！ 　12月に入りいかの水揚げが増えて

います。300g前後の型の良いいかが
釣りや定置で大漁に水揚げされ、一日
10,000ケースを超える日もありまし
た。一方、今年は平目の水揚げが少な
く、単価は好調ながらも、数量で伸び
悩んでいます。また、年明けからはにし
ん刺網漁が始まります。来年のにしん
は魚体が大きめで、漁獲も例年並みと
の予想に、浜は期待を寄せています。
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　一昨年から、サンマ棒受用に９ｍｍを使用しています。ワンシーズ
ンの使い捨てで、これまでは国産品を使用していましたが、ぎょれん
の担当者に韓国産のぎょれんブランド資材を勧められ使用してみ
ました。
　実際使用してみたところ、数か月の使用期間では、これで十分だ
と思います。消耗品なので、価格の安いワイヤーは漁業コスト削減
になります。ぜひ、皆さんにもお勧めしたいですね！

実際にご使用いただいた感想をお聞きしました!

協同の力でコスト削減

系統ブランド資材紹介コーナー

○さんま棒受用の取扱を行っています！
○消耗品としての価格の安さを追求。
　品質とコストのバランスが良い商品です。

おすすめポイント

今月は
韓国産ワイヤー・国産PPロープをご紹介します!

安田　知博さん
歯舞漁協　雄進丸

ご注文・お問い合わせは、漁協購買部へおねがいいたします。

購買担当者より

　一定量の在庫をおくことで、ご注文には迅速な対応をして
います。
　また、ご要望に応じた規格変更も可能です。例えば、色は黄色をメ
インにしていますが、他の色もご用意できるなど、ご要望には柔軟に
対応いたします。先ずは、気軽にお問合せいただければと思います。

ご注文には迅速な納品でお応えします!

　良質で安い資材を浜に提供することを目的に、ぎょれんが自ら企画・開発をしている資材が
「系統ブランド資材」です。
　なみまるくんでは、皆様に「系統ブランド資材」の個々の商品特長をもっと知っていただくた
め、毎月１つの商品を詳しくご紹介しています。ぜひ、資材購入の検討に、お役立てください。

道内漁業者専用のハイスペックロープ！ （PP3子）
主に定置・養殖用として浜の皆様のご意見をもとに、
北海道漁業に最も適した仕様を開発しました。

〈製造元〉富山県 魚津製綱所

国産「ＧＫ（くみあい・ぎょれん）スーパーロープ」

韓国産ワイヤーロープ

この他、各種ロープ・岩糸
類も取扱しておりますので
お問い合わせください。

おすすめポイント

その1

その2

この他、各種ロープ・岩糸類も取扱しておりますのでお問い合わせください。

○撚りバランスを全面的に見直し、使いやすくしました。
○耐摩耗性を更に強化！（14ｍｍ以上は複合糸を採用）

おすすめポイント
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7ページの間違いさがしの答え

こ
の
た
び
、12
月
号
の
６
ペ
ー
ジ
に
あ
り

ま
す
三
連
合
同
研
修
大
会
に
参
加
さ
せ
て

い
た
だ
き
、と
て
も
有
意
義
な
一
日
で
し
た
。

（
根
室
市
　
黒
部
　
孝
義
さ
ん
　
63
歳
）

今
年
、大
根
を
た
く
さ
ん
も
ら
っ
た
の
で

か
ら
し
漬
け
を
作
っ
て
み
ま
し
た
。と
て

も
簡
単
で
重
宝
し
て
い
ま
す
。若
い
頃
は

無
く
て
も
よ
か
っ
た
漬
物
で
す
が
、年
齢

と
共
に
好
き
に
な
り
、今
で
は
無
い
と
口

寂
し
く
な
り
ま
し
た
。

（
初
山
別
村
　
白
府
　
美
恵
子
さ
ん
）

皆様からのお便り、写真、イラスト
をお待ちしています！
次の①～③を明記の上、ご応募ください。抽選
で５名様に図書カードをプレゼントします。
①なみまるおたより箱への投稿（お便り、写真、
イラスト等）や、広報なみまるくん1月号への
感想・ご意見など

②7ページのクロスワードの答え
③住所・氏名・年齢・電話番号

※「なみまるおたより箱」には①からご紹介します。ご応募いた
だいた方の個人情報は、図書カード進呈や、お便り、写真、
イラスト等の掲載（氏名、年齢、市町村名）にのみ使用いた
します。写真やイラストは、返却できませんのでご了承ください。

　飯寿司が大好きです。今は正月に限らず、早い時
期から店に並ぶようになり、見るたびに買ってしまい
ます。ほっけにハタハタ、紅鮭、にしん等々、様々な味
が楽しめるのも魅力です。この原稿を書きながら、我
が家の冷凍庫には正月用の飯寿司が「たんまり」
眠っているかと思うと、ついつい顔が「にんまり」して
しまいます。皆さんのお正月はいかがですか？ 今年
も多くの笑顔ある話題が届けられますように。今年
もどうぞよろしくお願いいたします。 　　     （工藤）
 　１年分の広報誌をめくりながら、この編集後記を
書いています。この号では、ここで取材させてもらっ
たな、これを見せてもらったな、こういうお話を聞か
せてもらったな、この言葉に感動したななどなど…、
当時のことが鮮明に思い出されます。普段はなかな
か振り返って物事を考える余裕がなかったように感
じますが、新たな１年を始める前にここでしっかり振
り返っておきたいと思います。心機一転、平成２６年
も走ります。本年も「広報なみまるくん」をよろしく
お願いします。　　　　　　　　　　　　   （櫻田）

編集部からのお知らせ

編集後記
あけましておめでとうございます

〈宛先〉 1月20日までにお送りください。　
（郵便） 〒060-0003
　　　 札幌市中央区北３条西７丁目１番地
　　　 北海道ぎょれん 総務企画部 広報担当
（ＦＡＸ） 011（242）3543
（電子メール） info@gyoren.or.jp

12
月
に
な
る
と
楽
し
み
な
こ
と
が
あ
り

ま
す
。そ
れ
は
ロ
イ
ズ
の
ア
ド
ベ
ン
ト
カ

レ
ン
ダ
ー
で
す
。日
付
が
書
い
て
あ
る
箱

を
開
け
る
と
、中
に
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
や

キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
が
入
っ
て
い
ま
す
。お
姉

ち
ゃ
ん
と
朝
に
走
っ
て
箱
を
開
け
に
行

く
の
が
12
月
の
楽
し
み
で
す
。

（
厚
岸
町
　
小
島
　
史
香
さ
ん
　
12
歳
）

な
み
ま
る
く
ん
を
毎
月
楽
し
み
に
し
て

い
ま
す
。家
族
み
ん
な
で
読
ん
で
い
ま
す
。

（
根
室
市
　
成
田
　
繁
裕
さ
ん
　
55
歳
）

12
月
中
旬
に
な
る
と
一
段
と
寒
く
な
り
、

か
き
の
身
入
り
が
良
く
な
っ
て
酢
の
物
や

か
き
鍋
、フ
ラ
イ
が
と
て
も
お
い
し
く

な
っ
て
き
ま
し
た
。２
年
が
き
の
殻
付
き

も
ス
ト
ー
ブ
の
中
に
入
れ
て
焼
い
て
食
べ

た
ら
と
て
も
お
い
し
い
で
す
。

（
湧
別
町
　
斉
藤
　
貴
子
さ
ん
　
46
歳
）

秋
あ
じ
が
終
わ
り
、し
し
ゃ
も
が
終
わ
り
、

12
月
は
毛
が
に
の
漁
で
す
。早
い
も
の
で
す

ね
。一
年
が
あ
っ
と
言
う
間
に
過
ぎ
て
し
ま

い
ま
す
。来
る
年
は
明
る
い
年
に
な
り
ま

す
よ
う
に
。

（
豊
頃
町
　
工
藤
　
栄
子
さ
ん
　
73
歳
）

浜
の
お
か
あ
さ
ん
レ
シ
ピ
を
い
つ
も
楽
し

く
拝
読
し
て
い
ま
す
。た
ま
に
作
っ
て
食
べ

て
い
ま
す
。

（
え
り
も
町  

吉
田 

洋
子
さ
ん
）

浜
の
ほ
っ
と
ニ
ュ
ー
ス
を
読
ん
で
各
地

の
漁
模
様
が
よ
く
わ
か
り
ま
す
。今
年

も
豊
漁
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

（
島
牧
村
　
泉
谷
　
泰
三
さ
ん
　
86
歳
）

今
年
も
１
年
間
お
疲
れ
様
で
し
た
。

（
根
室
市
　
髙
屋
敷
　
実
香
さ
ん
）

みなさんのお便りで今年もスタート!

なみまる

毎
月
４
〜
５
回
積
立
貯
金
と
海
を
見
る

の
が
大
好
き
で
、組
合
窓
口
を
訪
問
し

て
い
ま
す
。「
な
み
ま
る
く
ん
」も
目
的
で

す
。表
紙
の
若
い
ご
一
家
い
い
写
真
で
す

ね
。元
気
と
倖
せ
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。

並
ん
だ
漁
船
を
眺
め
つ
つ
、新
し
い
年
の

海
の
平
穏
と
豊
漁
を
祈
っ
て
い
ま
す
。そ

し
て
皆
様
の
ご
活
躍
も
期
待
し
て
お
り

ま
す
。

（
苫
前
町
　
鎌
田
　
節
雄
さ
ん
　
80
歳
）

高
校
生
活
も
も
う
少
し
で
終
わ
り
に
な

り
ま
す
。就
職
も
決
ま
り
、今
、自
動
車

学
校
へ
行
っ
て
い
ま
す
。３
年
間
下
宿
生

活
で
し
た
。お
父
さ
ん
お
母
さ
ん
に
は
い

ろ
い
ろ
大
変
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。卒
業

し
た
ら
自
分
の
事
は
自
分
で
す
る
よ
う

に
頑
張
り
ま
す
！

（
釧
路
町
　
佐
藤
　
佳
織
さ
ん
　
18
歳
）

おたより箱

公益社団法人 北海道海難防止・水難救済センター

ライフジャケットは　海難防止の　ベストワン
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北の魚情報がぎっしり！北海道ぎょれんウェブサイト

www.gyoren.or.jp
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特集 海・ひと・夢 スペシャル 新春 会長インタビュー
北海道昆布漁業に関する懇談会

梅干の種を除き、梅肉を包丁でたたいてペースト
状にする。
たこ足と生しいたけを薄切り、にんじんを細く千
切り、長ねぎをみじん切りにする。
春巻きの皮の角に大葉を一枚敷き、薄切りにした
たこ足を５切れほどのせ、①の梅肉を塗る。
上に生しいたけ、にんじん、長ねぎをのせる。
通常の春巻きと同様に具を包み、水溶き片栗粉を
端に塗ってとめる。
サラダ油を２００℃ほどに熱し、皮がカラッとなるま
で揚げる。
付け合せにあらかじめ千切りにしておいたキャベ
ツ、大葉、輪切りにしたレモン、ミニトマトを添え、
皿に盛り付けて出来上がり。

❶

❷

❸

❹
❺

❻

❼

・たこ足・・・１００ｇ
・春巻きの皮・・・８枚
・にんじん・・・1/2本
・生しいたけ・・・大２個
・梅干し・・・２～３個
・大葉・・・８枚
・長ねぎ・・・小１本
・サラダ油（揚げ油）・・・適量
・水溶き片栗粉・・・大さじ２

〈付け合せ〉
・キャベツ・・・１/４個
・大葉・・・８枚
・レモン・・・８切れ
・ミニトマト・・・８個

たこの和風春巻き
たこと相性抜群のさっぱりしておいしい揚げ春巻きです

今回はたこを使った「たこの和風春巻き」をご紹介し

ます。パリパリッとした食感がおいしい揚げ春巻きは、

たことの相性もバッチリ！　大葉の香りと梅の風味が

口いっぱいに広がり、さっぱりとしてヘルシーな一品

です。冷めてもおいしくいただけますので、お子さん

やお父さんのお弁当に入れても喜ばれますよ。

材料（4人分）

作り方

浜のおかあさん

レシピ

宗谷漁協

神　正子さん
猿払村漁協

沖野好子さん

見開き.indd   20 13/12/24   16:17


